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【
1
月
】

★
石
巻
青
果
花
き
地
方
卸
売
市
場
で
初
競
り（
5
日
）

■
東
松
島
市
の「
の
り
」5
年
連
続
皇
室
献
上（
7
日
）

■
平
成　

年
成
人
式
開
催（　

日
）

22

10

■
ら
く
ら
く
号
、乗
車
1
万
人
突
破（　

日
）

12

【
2
月
】

★
イ
ー
ト
の
妹　

イ
〜
ナ
が
初
登
場

■
赤
井
・
大
曲
子
ど
も
見
守
り
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム
運
用
開
始（　

日
）

26

■
あ
っ
た
か
い
ホ
ー
ル
が
オ
ー
プ
ン（　

日
）

27

★
チ
リ
地
震
津
波
が
襲
来
、市
内
に
も
被
害
あ
り（　

日
）

28

【
3
月
】

■「
教
え
で
け
ら
い
ん
市
長
さ
ん
」を
実
施（　

日
〜
4
月
8
日
）

17

【
4
月
】

■
市
内
小
・
中
学
校
で「
心
あ
っ
た
か
イ
ー
ト
こ
ろ
運
動
」ス
タ
ー
ト

■
緊
急
雇
用
創
出
事
業
で
臨
時
職
員　

人
採
用
、民
間
と
合
わ
せ

51

1
0
0
人
以
上
雇
用（
1
日
）

■
東
松
島
市
観
光
物
産
協
会
が
発
足（　

日
）

14

■
月
観
の
松
が
県
指
定
文
化
財（
天
然
記
念
物
）に
指
定（　

日
付
）

27

【
5
月
】

★
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー　

東
松
島
を
実
施
。市
民
約
1
4
、0
0
0
人

in

が
参
加（　

日
）

26

【
6
月
】

★
三
陸
道
矢
本
Ｐ
Ａ
無
料
休
憩
施
設「
イ
ー
ト
ハ
ウ
ス
」が
オ
ー
プ

ン（　

日
）

19

2
0
1
0
年
を

振
り
返
る

　

師
走
を
迎
え
２
０
１
０
年
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。皆

さ
ん
の
今
年
の
１
年
は
い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　

今
月
号
で
は
、合
併
５
周
年
で
あ
る
こ
の
１
年
の
締
め
く
く
り

と
し
て
、市
内
で
の
出
来
事
を
振
り
返
り
ま
す
。

新
市
場
が
完
成
し
初
競
り

▲

威
勢
良
く
初
競
り
が

　

始
ま
る

　

５
月　

日（
水
）、合
併
５
周
年
記
念

２６

事
業
の
一
つ「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー　

東
in

松
島
」が
市
内
各
所
で
開
催
。対
戦
相
手

は
、チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
に
参
加
２
回
目

の
茨
城
県
常
陸
太
田
市（
人
口　

約
５

９
、０
０
０
人
）で
、住
民
参
加
率
を
競

う
も
の
。対
戦
結
果
は
東
松
島
市
の
参

加
率　

・
８
％
、常
陸
太
田
市
の
参
加
率

３２

　

・
６
％
と
惜
敗
し
ま
し
た
が
、本
市
は

３６ベ
ス
ト
Ｐ
Ｒ
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

▲

き
ず
な
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

リ
レ
ー

東
松
島
市 
こ
の
一
年

　

１
月
５
日（
火
）、赤
井
南
三
地
区
に

完
成
し
た
石
巻
青
果
花
き
地
方
卸
売
市

場
で
開
場
式
と
、青
果
市
場
・
花
き
市
場

で
そ
れ
ぞ
れ
に
初
競
り
が
行
わ
れ
、と

て
も
賑
わ
い
ま
し
た
。新
市
場
の
完
成

は
、流
通
施
設
の
充
実
の
み
な
ら
ず
、石

巻
圏
域
の
産
業
振
興
や
経
済
に
新
た
な

活
力
を
吹
き
込
む
も
の
と
し
て
期
待
さ

れ
ま
す
。

特 集

2
0
1
0
年
を

2
0
1
0
年
を

振
り
返
る

振
り
返
る

　

市
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

「
イ
ー
ト
」に
妹
が
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。名
前
は

「
イ
〜
ナ
」で
４
才
く
ら
い
の

女
の
子
の
妖
精
で
す
。「
イ
ー

ト
」同
様
に
、「
イ
〜
ナ
」も
か

わ
い
が
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

イ
ー
ト
の
妹　

イ
〜
ナ
が
初
登
場

▲

イ
ー
ト
＆
イ
〜
ナ
、

よ
ろ
し
く
ね
�

チ
リ
地
震
津
波
が
襲
来
、市
内
に
も
被
害
あ
り

▲

防
波
堤
に
打
ち
上
げ

ら
れ
た
船（
大
曲
浜

漁
港
）

　

２
月　

日（
日
）、仙
台
管
区
気
象

２８

台
よ
り
宮
城
県
沿
岸
部
に「
大
津
波

警
報
」が
発
表
。警
報
は
前
日
の　

日
２７

（
土
）南
米
の
チ
リ
沿
岸
の
大
地
震

（
Ｍ
８
・
８
）で
発
生
し
た
津
波
に
よ

る
も
の
で
あ
り
、市
で
は
沿
岸
部
住

民
に
避
難
を
指
示
し
ま
し
た
。幸
い

に
も
人
的
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、養
殖
い
か
だ
な
ど
の
施
設
が

被
害
を
受
け
ま
し
た
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー　

東
松
島
を
初
開
催

in
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■
ひ
が
し
ま
つ
し
ま
ダ
ブ
ル
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
が
発
売
開
始（　
21

日
、8
月
9
日
完
売
）

■
奥
松
島
縄
文
村
歴
史
資
料
館　

入
場
者　

万
人
達
成（　

日
）

40

29

【
7
月
】

★
ら
く
ら
く
号
運
行
一
周
年

【
8
月
】

■
鳴
瀬
流
灯
花
火
大
会
開
催（　

日
）

14

★
夏
の
甲
子
園 

宮
城
代
表
で
市
内
出
身
の
２
選
手
が
大
活
躍（
1

回
戦 　

日
、2
回
戦 　

日
、3
回
戦 　

日
）

11

15

17

■
第
6
回
東
松
島
夏
ま
つ
り
開
催（　

日
）

21

■
第　

回
松
島
基
地
航
空
祭
開
催（　

日
）

56

22

【
9
月
】

■
敬
老
会（
4
日
〜
）

■
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
着
工
式（　

日
）

29

【　

月
】

10■
第
3
回
健
康
福
祉
ま
つ
り（
3
日
）

■
ら
く
ら
く
号
、乗
車
3
万
人
突
破（
4
日
）

■
市
社
会
福
祉
大
会
2
0
1
0
に
て
北
朝
鮮
拉
致
被
害
者
家
族　

横
田
滋
・
早
紀
江
夫
妻
が
講
演（
8
日
）

★
大
塩
市
民
セ
ン
タ
ー
・
大
塩
地
区
体
育
館
が
落
成（　

日
）

10

★
�
サ
ワ（
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
関
連
企
業
）が
ひ
び
き
工
業
団
地
に

進
出
決
定（　

日
）

15

★
合
併
5
周
年
記
念
式
典
と
市
民
ま
つ
り
を
開
催（　

日
）〜
五
人

17

講
演
会
パ
ー
ト
5
で
野
村
克
也
氏
が
講
演（　

日
）な
ど
、数
多
く

16

の
合
併
5
周
年
記
念
冠
事
業
・
イ
ベ
ン
ト
を
市
内
で
開
催

■
ひ
が
し
ま
つ
し
ま
市
民
文
化
祭〈
展
示
の
部
〉開
催（　

〜　

日
）

23

24

■
民
謡
育
て
の
親
後
藤
桃
水
ま
つ
り
開
催（　

〜　

日
）

30

31

【　

月
】

11■
ひ
が
し
ま
つ
し
ま
市
民
文
化
祭〈
舞
踊
の
部
〉（
3
日
）、〈
歌
謡
の

部
〉（
6
日
）、〈
音
楽
の
部
〉（
7
日
）開
催

■
カ
キ
ま
つ
り
・
農
業
ま
つ
り
・
旬
の
市
を
同
時
開
催（
7
日
）

特集 2010年を振り返る

　

６
月　

日（
土
）、三
陸
自
動
車
道
矢

１９

本
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア（
Ｐ
Ａ
）内
上
下

線
に
無
料
休
憩
施
設「
イ
ー
ト
ハ
ウ
ス
」

が
完
成
、オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。施
設
内

は
、休
憩
ス
ペ
ー
ス
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、市
内
の
観
光
情
報
の
提
供
を
行
い

ま
す
。

三
陸
道
矢
本
Ｐ
Ａ
に

「
イ
ー
ト
ハ
ウ
ス
」が
オ
ー
プ
ン

▲

オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー

▲

立
地
協
定
を
締
結

　
　

月　

日（
金
）、半
導
体
製
造
装

１０

１５

置
の
部
品
加
工
メ
ー
カ
ー
�
サ
ワ

（
本
社：

山
梨
県
上
野
原
市
、 佐  
波 

さ 

わ

 
和 
社
長
）が
、川
下
字
内
響
の
ひ
び

た
か
し

き
工
業
団
地
に
進
出
し
て
、半
導
体

製
造
装
置
の
部
品
製
造
開
発
の
工
場

を
来
年
春
に
操
業
さ
せ
る
こ
と
に
な

り
、市
と
企
業
立
地
に
関
す
る
協
定

を
締
結
し
ま
し
た
。

　

サ
ワ（
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
関
連
企
業
）

（株）
　
　
 

が
ひ
び
き
工
業
団
地
に
進
出
決
定

　
　

月　

日（
日
）、合
併
５
周
年
記
念
式

１０

１７

典
と
市
民
ま
つ
り
が
、市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
を
メ
イ
ン
会
場
に
開
か
れ
ま

し
た
。式
典
で
は
東
松
島
市
イ
メ
ー
ジ
ソ

ン
グ
３
曲
の
披
露
、市
民
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
に
よ
る
都
市
宣
言
碑
の
除
幕
式
を

行
い
、市
民
ま
つ
り
で
は
８
地
区
の
特
色

あ
る
芸
能
の
ス
テ
ー
ジ
披
露
や
振
舞
料

理
が
無
料
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

合
併
５
周
年
記
念
式
典
と
市
民
ま
つ
り
を
開
催

▲

イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
の

合
唱（
小
野
小
６
年
生
）

　

夏
の
高
校
野
球
、

宮
城
代
表
・
仙
台
育

英
高
校
野
球
部
所
属

で
、市
内
出
身
の
田

中
一
也
・
佐
々
木
憲

両
選
手
が
、甲
子
園

で
大
活
躍
。３
回
戦

（　

日
）で
沖
縄
代
表
の
興
南
高
校

１７
（
の
ち
に
優
勝
）に
、１－

４
で
敗
れ

た
も
の
の
善
戦
し
ま
し
た
。

夏
の
甲
子
園 

宮
城
代
表
で

市
内
出
身
の
２
選
手
が
大
活
躍

▲

佐
々
木 
憲 
選
手（
右
）と

け
ん

田
中 
一  
也 
選
手

か
ず 

や

▲

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー

ら
く
ら
く
号

　

平
成　

年
７
月
に
運
行
ス
タ
ー
ト

２１

し
た
ら
く
ら
く
号
が
運
行
１
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。現
在
の
乗
車
者
数
が

１
日
平
均　

人
。１
月
に
は
乗
車
１

１００

万
人
、　

月
に
は
３
万
人
を
突
破
し
、

１０

市
民
皆
さ
ん
の
新
し
い
交
通
手
段
と

し
て
、こ
れ
ま
で
以
上
の
利
用
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ら
く
ら
く
号
運
行
一
周
年

▲

落
成
記
念
演
奏

　
　

月　

日（
日
）、大
塩
市
民
セ
ン

１０

１０

タ
ー
と
大
塩
地
区
体
育
館
の
落
成
祝

賀
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。市
民
セ
ン

タ
ー
は
全
館
オ
ー
ル
電
化
で
図
書

室
・
民
俗
資
料
展
示
室
な
ど
が
あ
り
、

体
育
館
は
ア
リ
ー
ナ
の
ほ
か
観
戦
席

を
設
け
て
い
ま
す
。施
設
は
災
害
時

に
住
民
の
避
難
所
に
な
り
ま
す
。

大
塩
市
民
セ
ン
タ
ー
・
大
塩
地
区
体
育
館
が
落
成
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東松島市の�平成21年度�

｢東松島市の財政状況は本当に大丈夫?｣�

｢税金は何に使われているの?｣�

　市の財政と家庭の家計ではしくみが違いますが､わかり

やすくするため､東松島市の平成21年度の一般会計決算

を家計簿に置き換えてみました｡�

おサイフ�おサイフ�
一般会計��
歳入総額　167億8,502万円��

歳出総額　164億9,424万円�

◆差し引き２億9,078万円から１億２

千万円を貯金し、１億7,078万円を

22年度の歳入に入れました。�

※地方交付税は税収の多い自治体と少ない自治体の間の財源を調整するなどの目的
で､いったん国が集めた税を自治体に再配分しているものです｡ここでは､本来､
自治体の収入といえることから､給料の一部としています｡�

※家計簿内の各金額は、平成21年度一般会計決算額を､
同年度末の人口で割った一人当たりの金額を更に12
カ月で割り、万円単位に置き換え（10倍）した１カ月
ベースの金額です｡�

　差し引き５千円の余裕が

あるように見えるけど、どう

してもかかるお金26.1万円

を自分で稼いだお金19.7万

円で賄いきれていないね。�

　親からの援助や銀行から

ローンをしながら生活してい

るんだ。�

　親からの援助が減ったら

生活できなくなっちゃうかも

…。�

家計簿�

市民一人当たりの年収入　387万円� 市民一人当たりの年支出　381万円�

食費�
人件費(市長､職員､議員などに対して労
働の対価､報酬として支払われるお金)

5万2千円�

3万2千円�

5万2千円�

4万6千円�

3万3千円�

6万円�

4万円�

5万1千円�

6千円�

31万8千円�

医療費�
扶助費(高齢者や障害者､子どもの福
祉などにかかるお金)

光熱費などの日常生活費�
物件費(消耗品や印刷費､光熱水費､各
種委託料などにかかるお金)

冠婚葬祭費や区費�
補助費等(各種団体補助金や一部事務
組合負担金などにかかるお金)

子どもへの仕送り�
繰出金(下水道､国保､介護保険などの
特別会計へ支出されるお金)

車や家具の修理代�
維持補修費(市が管理する道路や学校
などの施設の維持にかかるお金)

ローン返済�
公債費<借金(市債)の返済にかかるお
金>

家や庭の増改築�
公共事業費(道路や学校などの施設の
整備にかかるお金)

積立金(まちづくり基金､財政調整基
金へ積み立てるお金)

貯金�

住民一人当たりの支出月額�

項　　目（総額）� １人当たり�

給料�
市税(市税､固定資産税など)市の予算
を支える最も重要な収入�

6万8千円�

地方交付税(財源不足に応じて､国か
ら交付されるお金) 10万4千円�

貯金の取崩し�
繰入金(特別会計や基金から受け入れ
たお金)､繰越金(前年度の繰越金)

9千円�

その他の収入�
使用料･手数料･負担金(市の施設の使
用料や住民票発行手数料など)､諸収入�

1万6千円�

親からの援助    
国･県支出金(特定目的のため､もらえ
るお金)

8万8千円�

銀行からの借入･ローン�
市債(施設を建てる時などに長期で借
りるお金)

3万8千円�

32万3千円�住民一人当たりの収入月額�

項　　目（総額）� １人当たり�

どうしてもかかるお金�
28.1万円�

自分で稼いだお金�
19.7万円�

平成22年３月31日現在の人口�
　　　43,337人�

�
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平成21年度 東松島市のおサイフ

おサイフの健康診断

　平成１９年に｢財政健全化法｣※という法律ができ､各自治体に､財政の健全化を

表す４つの指標を公表することが義務付けられました。東松島市のおサイフが

どんな状況にあるのかを､年間の収支や､負債の状況など４つの視点から示す

ものです｡
※正式名称は｢地方公共団体の財政の健全化に関する法律｣

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

健全化判断比率？

東松島市の比率は？

実質公債費比率とは

　家計にたとえると家や車のローン､クレジットカードで

買い物をした支払いなど、その年の返済額が年収の25％以

上になった場合､借金漬けになる可能性が高いという危険

信号であることを示しています｡

将来負担比率とは

　家計にたとえると家や車のローン残高､クレジットの支

払い残高など､これから返済する返済総額が､年収の3.5倍

以上になった場合には､今後のローン返済などに追われ家

計が成り立たなくなり､経済的苦境におちいる状態にある

ことを示しています｡

なるべくローンをしないで、
次の世代に重い負担を残さ
ずにいけたらいいね。

■健全化判断比率(平成21年度決算による)

備考
財政再生基準
（赤信号）

早期健全化基準
（黄色信号）

東松島市内　　　容

20.0%13.42%－
一般会計を中心とした赤
字の割合

実 質 赤 字
比 率

40.0%18.42%－
一般会計､特別会計すべ
ての会計の赤字の割合

連 結 実 質
赤 字 比 率

県内13市中
８位

35.0%25.0%14.1%年間の借金返済額の割合
実 質 公 債 費
比 率

県内13市中
７位

350.0%109.5%
将来負担が見込まれる負
債の割合

将 来 負 担
比 率

（赤字なし）

（赤字なし）
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特別会計の決算状況�

今後予定している主な事業（H23～H27）�

例えば､１億円の事業の場合､9,500万円分の合併特

例債を充当できるんだよ｡合併特例債はいわゆるロー

ンなので､だいたい25年間で返済していくんだけど､返

済するローン年額の70％相当を､その年の普通交付税

で措置してもらえるんだって｡�

●特別会計とは?��
国民健康保険など､使い道が決まっている特定の収入があり､一般会計と分
ける必要がある特定事業の会計です｡�

市内小･中学校地震補強事業　 4億　630万円�

学校給食センター整備事業　　　　 6億8,780万円�

矢本東保育所ほか整備事業　　　　 6億2,100万円�

道路交通ネットワーク整備事業　 11億4,440万円�

市営住宅整備事業　　　　　　　 　3億5,000万円�

新火葬場整備事業　　　　　　　 　6億7,500万円�
※新火葬場整備事業については､今後､新市建設計画の�
　変更協議が必要となります｡�

特別会計名� 歳　　　入� 歳　　　出� 差　　　引�

国 民 健 康 保 険 �

老 人 保 健 �

後 期 高 齢 者 医 療 �

介 護 保 険 �

介護予防サービス事業�

農 業 集 落 排 水 事 業 �

漁 業 集 落 排 水 事 業 �

下 水 道 事 業 �

47億9,874万円�

1,240万円�

2億8,477万円�

24億7,633万円�

1,242万円�

3億5,239万円�

1,741万円�

20億2,532万円�

45億9,116万円�

1,030万円�

2億6,459万円�

24億　779万円�

1,060万円�

3億4,966万円�

1,615万円�

19億9,165万円�

2億　758万円�

210万円�

2,018万円�

6,854万円�

182万円�

273万円�

126万円�

3,367万円�

一般廃棄物最終処分場整備事業�

一般廃棄物最終処分場整備事業　 6億3,830万円�

駅前環境整備事業�

赤井駅前環境整備事業　 9,530万円�

防災行政無線施設統合整備事業�

消防施設（無線等）整備事業 　5,110万円�

地域振興基金積立事業�

地域振興基金積立事業事業 　12億3,500万円�

道路交通ネットワーク整備事業�

上河戸・下浦線整備事業　 1億3,580万円�
小分木線外１整備事業　 1億3,140万円�
東名・新東名線整備事業　 3億5,380万円�

学校教育等整備事業�

矢本一中学校危険改築及び防音事業�

 　11億2,080万円�

小野小学校防音機能復旧・大規模改造及び�

地震補強事業 　4億　820万円�

学校給食センター整備事業 　3億3,390万円�

市内小学校地震補強事業　 1億9,270万円�

市内中学校地震補強事業　 5,760万円�

▲矢本一中学校危険改築及び�
　防音事業�

▼上河戸・下浦線整備事業�
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平成21年度 東松島市のおサイフ

市有財産の状況�

これまでに活用した事業（H18～H22）�

41億2,737万円�

3,199万円�

6億1,655万円�

293万2,469.64㎡�

15万9,882.38㎡�

4億7,342万円�

117台�

災害対策環境整備事業�

農業施設（排水路）整備事業　 2,340万円�

排水対策事業（西余景地区）　 3億　330万円�

排水対策事業（矢本地区）　 940万円�

排水対策事業（大塚地区）　 3億2,190万円�

消防施設整備事業 　1,780万円�

地域コミュニティ基盤整備事業�

上河戸（若葉）地区集会所整備事業　 2,490万円�

有明街区公園整備事業　 750万円�

七反谷地（柳北有明）集会所整備事業　 2,470万円�

大塩市民センター整備事業　 2億7,690万円�

大塩地区体育館整備事業　 1億9,110万円�

合併特例債活用事業中間報告�

　合併特例債とは､平成17年度末までに合併した自治体に､合併後10年間に限って認められる財政的に有利な借
金です｡事業費の95%に充てることができ､返済額の70%が地方交付税の算定基準に上乗せされます｡��

��

　本市では､平成17年度～27年度の間に建設事業費に104億円を限度として発行することができ､平成22年度現在ま

でに約59.5億円(H22.10.30時点見込み｡まちづくり基金造成分として13.3億円を含む｡)を発行します｡平成23年度以

降もさまざまな事業に合せて発行する予定です｡�

■問　行政経営課行政経営班　�内線1227��
※東松島市ホームページで､詳細な資料を公表をしています。ご覧ください。http://www.city.higashimatsushima.miyagi.jp/

各 種 基 金 �

有 価 証 券 �

出 資 に よ る 権 利 �

土 地 �

建 物 �

債 権（ 奨 学 資 金 等 ）�

車輌（消防車輌含む）�

※金額は事業に充てた合併特例債発行額です。�

▲七反谷地（柳北有明）集会所�
　整備事業�

▼上河戸（若葉）地区集会所�
　整備事業�

▲大塩地区体育館整備事業�

▼大塩市民センター整備事業�
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■１－１　職員の任免

平成22年4月1日
現 在 職 員 数

平成22年4月1日
転 任 職 員 数

平成22年4月1日
採 用 者 数

平成21年度中
退 職 者 数

平成21年4月1日
現 在 職 員 数

区 分

324人－10人16人327人行政職

20人3人0人2人25人労務職

344人3人10人18人352人合 計

（注）１　行政職とは労務職を除いた職員です。
　　 ２　労務職とは主に保育所調理士や給食センター調理員、学校用務員などです。
　　 ３　転任職員数とは労務職職員が行政職転任試験に合格し行政職職員となった数です。

■１－２　職員数

■１－５　職員派遣の状況
　東松島市では他の地方公共団体等と人事の交流を行っ

ています。

東東松松島島市市人人事事行行政政のの運運営営状状況況東松島市人事行政東松島市人事行政のの運営状況運営状況
東松島市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき、本市の職員の任免や勤務条件などについて公表します。
市のホームページにも詳しく掲載されており、「ふれあい情報プラザ」でも市のホームページが閲覧できます。
※特に注釈のない場合、平成21年4月1日から平成22年3月31日の状況です。

公表
します！

イ　退職者数の状況（平成２１年度中）

合 計その他自己都合死 亡勧 奨定 年区　　　分

14人6人8人事 務 職
行 政 職

2人1人1人保 育 士

1人1人調 理 士
労 務 職

1人1人用 務 員

18人0人1人0人7人10人合　　　計

ア　派遣している職員

派遣期間内　容人数派　　　遣　　　先区　分

４月～３月人事交流1宮城県1
２１年度

〃派 遣1宮城県後期高齢者医療広域連合2

４月～３月人事交流1宮城県1
２２年度

〃派 遣1宮城県後期高齢者医療広域連合2

イ　派遣されている職員

配　　属　　先配属期間内　容人数派遣元区　分

企画政策課４月～３月人事交流1宮城県1
２１年度

生涯学習課〃派 遣1〃2

企画政策課４月～３月人事交流1宮城県1
２２年度

生涯学習課〃派 遣1〃2

■１－４　年齢別職員構成の状況（平成22年４月１日現在）

計

　

歳
以
上

60
　

〜　

歳

56

59

　

〜　

歳

52

55

　

〜　

歳

48

51

　

〜　

歳

44

47

　

〜　

歳

40

43

　

〜　

歳

36

39

　

〜　

歳

32

35

　

〜　

歳

28

31

　

〜　

歳

24

27

　

〜　

歳

20

23

　

歳
未
満

20

区　分

人人人人人人人人人人人人人
職員数

3430465233172956472326113

（注）職員数には教育長は含まれておりません。
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【単位：人】� 定員適正化計画の進捗状況（平成22年４月１日現在）�

計画値�

実績値�
379 375 375

372

379
373 371

362

352

344

367
361

353
350

342
338

329

主な増減理由
対前年
増減数

職員数区分
部門 22年度21年度

0人5人5人議 会

一
般
行
政
部
門普

通
会
計
部
門

事務の統廃合縮小等による減▲ 1人80人81人総 務

徴収一元化事務による業務増2人18人16人税 務

保育所職員退職者不補充による減▲ 2人82人84人民 生

健康指導業務の強化による保健師の増2人24人22人衛 生

0人22人22人農林水産

0人8人8人商 工

業務配分の見直しによる減▲ 1人21人22人土 木

＜参考＞（平成２１年）
人口１万人当たり職員数　59.76人
（類似団体の人口１万人当たり職員数
73.32人）

0人260人260人計

事務の統廃合縮小等による減、学校用務
員の退職者不補充等による減

▲ 7人56人63人教 育 部 門

消 防 部 門

＜参考＞（平成２１年）
人口１万人当たり職員数　74.24人
（類似団体の人口１万人当たり職員数　
96.38人）

▲ 7人316人323人小　 計

０人11人11人下 水 道
公
営
企
業
等
会
計
部
門

業務配分の見直しによる減▲１人17人18人
国 保 ・ 介 護
後 期 高 齢 者

▲１人28人29人小　 計

＜参考＞（平成２１年）
人口１万人当たり職員数　　79.38人

▲８人
［０人］

344人
［390人］

352人
［390人］

合　　　　　計

（注）　１職員数には教育長を含みます。
　　　２［     ］内は、条例定数の合計です。（ただし、条例定数には教育長は含まれません）

■１－３　部門別職員数の状況と主な増減理由（各年４月１日現在）

１　職員の任免および職員数に関する状況

ア　採用の状況（平成２１年度試験）

競争倍率
� / �

採用者数
�

第２次試験
合 格 者 数

第１次試験
合 格 者 数

第１次試験
受験者数�

申込者区　　　分

22.7 倍3人5人9人68人84人行 政（事務）
上 級 職

2.5 倍2人2人3人5人5人保 健 師

7.0 倍4人8人12人28人29人行 政（事務）
初 級 職

9.0 倍1人2人3人9人9人土 木

２　職員の給与の状況
【職員給与の状況】

　市職員の給与は、国や県、ほかの地方公共団体との均衡を考えな

がら、議会の議決を経て、条例により決定されています。

【定員管理の状況】

　市では、集中改革プランに基づき、平成１７年４月１日現在の職員

数３７９人を基準に、平成２７年４月１日の職員数を３２９人、１０年間で５０

人の職員数を削減する目標を立て取り組んでいます。

　進捗状況は目標を上回るペースで、５年間で３５人の減になって

います。（右のグラフ参照）
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（参考）
平成２０年度
の人件費率

人件費率
Ｂ／Ａ

人件費
Ｂ

実質収支
歳出額
Ａ

住民基本台帳人口
（平成21年度末）

区 分

％
20.3

％
16.6

千円
2,742,692

千円
223,731

千円
16,494,240

人
43,337

２１年度

■２－１　人件費の状況（普通会計決算）

■２－10　特殊勤務手当
　※平成19年度から特殊勤務手当を全廃しました。
■廃止した特殊勤務手当　・感染症防疫作業手当　・動物の死体処理手当

　　　　　　　　　　　　・行旅死亡人処理手当　・訪問指導従事手当

経験年数15年
～20年未満

経験年数10年
～15年未満

経験年数７年
～10年未満

区　　　　分

303,933円262,165円215,075円大学卒
一般行政職

270,809円224,500円186,533円高校卒

－円－円－円高校卒
技能労務職

235,767円204,325円179,350円中学卒

■２－５　職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
（平成22年４月１日現在）

■２－８　退職手当（平成22年４月１日現在）

国東　松　島　市

勧奨・定年自己都合（支給率）勧奨・定年自己都合（支給率）

30.55月分23.50月分勤続２０年30.55月分23.50月分勤続２０年

41.34月分33.50月分勤続２５年41.34月分33.50月分勤続２５年

59.28月分47.50月分勤続３５年59.28月分47.50月分勤続３５年

59.28月分59.28月分最高限度額59.28月分59.28月分最高限度額

その他の加算措置その他の加算措置

定年前早期退職特例措置（2％～20％加算）定年前早期退職特例措置（2％～20％加算）

（退職時特別昇給　　　　なし　　　　）

１人当たり平均支給額　　千円　24,403千円

（注）　退職手当の１人当たり平均支給額は、平成21年度に退職した職員に支給された平均額です。

東松島市人事行政の運営状況

国宮 城 県東松島市

－
１人当たり平均支給額
（平成21年度）　1,780千円

１人当たり平均支給額
（平成21年度）　1,341千円

（平成21年度支給割合）（平成21年度支給割合）（平成21年度支給割合）

勤勉手当
1.40月分

期末手当
2.75月分

勤勉手当
1.40月分

期末手当
2.75月分

勤勉手当
1.40月分

期末手当
2.75月分

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等
による加算措置
・役職加算　5％～20％
・管理職加算　10％～25％

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等
による加算措置
・役職加算　5％～20％
・管理職加算　15％～25％

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等
による加算措置
・役職加算　5％～15％

■２－７　期末手当・勤勉手当

①一般行政職

②技能労務職

平均給与月額
（国ベース）

平均給与月額平均給料月額平均年齢区　分

342,351円362,017円314,590円43.2歳東 松 島 市

371,676円406,033円335,298円43.0歳宮 城 県

395,666円―325,579円41.9歳国

■２－３　職員の平均年齢、平均給料月額および平均給
与月額の状況（平成22年４月１日現在）

平均給与月額
（国ベース）

平均給与月額平均給料月額平均年齢区　分

260,735円266,691円248,210円44.5歳東 松 島 市

347,242円365,865円321,560円49.7歳宮 城 県

322,291円―284,514円49.3歳国

（注）１　「平均給料月額」とは、平成２２年４月１日現在における各職種ごとの職員の基本給の平均です。
　　　２　「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、住居手当、時間外勤務手当など

のすべての諸手当の額を合計したものであり、地方公務員給与実態調査において明らかにされているも
のです。
　また、「平均給与月額（国ベース）」は、国家公務員の平均給与月額には時間外勤務手当、特殊勤務手当
等の手当が含まれていないことから、比較のため国家公務員と同じベースで再計算したものです。

構成比職員数標準的な職務内容および代表的な職種区分

5.8％14人
部長、会計管理
者、議会事務局
長、参事

部長および会計管理者の職務または職務の複
雑、困難および責任の度がこれと同程度のも
のとして市長が規則で定める職の職務

６級

15.3％37人
課長、副参事、技
術副参事

課長の職務または職務の複雑、困難および責
任の度がこれと同程度のものとして市長が規
則で定める職の職務

５級

19.9％48人
班長、技術監、主
幹、技術主幹

班長の職務または職務の複雑、困難および責
任の度がこれと同程度のものとして市長が規
則で定める職の職務

４級

32.0％77人主任、技術主任
主任の職務または職務の複雑、困難および責
任の度がこれと同程度のものとして市長が規
則で定める職の職務

３級

12.9％31人主査、技術主査知識または経験を必要とする業務を行う職務２級

14.1％34人主事、技師定型的な業務を行う職務１級

（注）　東松島市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。

■２－６　一般行政職の級別職員数等の状況（平成22年４月１日現在）

■２－11　時間外勤務手当
82,824千円支給実績（平成21年度決算）

280千円職員１人当たり平均支給年額（平成21年度決算）

（注）　選挙による時間外勤務手当も含まれておりますので、選挙のある年とない年では決算額に大幅
な変動が生じます。 

■２－13　特別職の報酬等の状況

退　　職　　手　　当期末手当支給割合
給　料 月 額区　分

（１期の手当額）（算定方式）（平成21年度）

18,860,160円893,000円×在職月数×0.443.10月893,000円市 長

8,848,320円709,000円×在職月数×0.263.10月709,000円副市長

  6,058,080円601,000円×在職月数×0.213.10月601,000円教育長

－－3.10月423,000円議 長

－－3.10月373,000円副議長

－－3.10月349,000円議 員

（注）　退職手当の「１期の手当額」は、４月１日現在の給料月額および支給率に基づき、１期（４年＝４８月） 
　　　勤めた場合における退職手当の見込額です。 

■２－４　職員の初任給の状況（平成22年４月１日現在）

国宮 城 県東松島市区　　　　分

172,200円172,006円172,200円大　学　卒
一般行政職

140,100円139,009円140,100円高　校　卒

－136,508円137,200円高　校　卒
技能労務職

－120,635円121,600円中　学　卒

一人当たり
給与費 
B/A

給　　　与　　　費
職員数
Ａ

区 分

計　Ｂ
期　 末 ・
勤 勉 手 当

職員手当給　 料

千円
5,531

千円
1,803,171

千円
436,399

千円
178,410

千円
1,188,362

人
326

２１年度

（注）１　職員手当には退職手当を含みません。
      ２　職員数は、平成２１年４月１日現在の人数です。

■２－２　職員給与費の状況（普通会計決算）

■２－９　地域手当
（平成22年４月１日現在）

934千円支給実績（平成21年度決算）

156千円支給職員１人当たり平均支給年額（平成21年度決算）

国の制度（支給率）支給対象職員数支 給 率支給対象地域

18％0人18％東京都特別区

6％6人6％宮城県仙台市

3％0人3％宮城県名取市・多賀城市・利府町・富谷町

（平成２２年度の制度完成時）

国の制度支 給 率支給対象地域

18％18％東京都特別区

6％6％宮城県仙台市

3％3％宮城県名取市・多賀城市・利府町・富谷町

（注）　国の制度では、平成22年度での完成を目指して、平成18年度から支給率を段階的に引き上げる
こととしています。

支給職員１人当たり
平均支給年額

（平成２１年度決算）

支 給 実 績
（平成２１年度決算）

異なる
内 容

国の制
度との
異 同

手当名

224,146円42,140千円－同扶 養 手 当

435,923円22,668千円－同管理職手当

53,386円14,468千円－同通 勤 手 当

233,907円21,987千円－同住 居 手 当

－－－同単身赴任手当

－－－同宿日直手当

－－－同休日勤務手当

－－－同夜間勤務手当

－－－同災害派遣手当

■２－12　その他の手当（平成22年４月１日現在）
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　地方公務員法第30条の規定により、職員は全体の奉仕者として公共の利益のために勤務し職務の
遂行に当たっては、全力を挙げて専念しなければならないとされております。 
　ただし、職務に専念する義務は、次の場合に限り免除されます。

５　職員の服務の状況

ア　研修を受ける場合
イ　厚生に関する計画の実施に参加する場合
ウ　その他、任命権者が認めた場合

４　職員の分限及び懲戒処分の状況

■３－１　勤務時間の状況
勤　　　務　　　時　　　間　　　な　　　ど区　　　　　　分

毎週月曜日から金曜日までの週５日間（国民の祝日及び１２月２９日～１月３日を除く）勤務日　※本庁舎及び鳴瀬庁舎勤務の場合

午前８時３０分～午後５時１５分　休憩時間：正午から60分間1日の正規の勤務時間

1日７時間４５分×5日間＝３８時間４５分1週間当たりの勤務時間

６：００～２１：００の間で９パターンを設定し、７時間４５分の勤務を行う。　※平成２１年度は、約１０４万円の時間外勤務手当を削減できました。時差出勤制度

３　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

取得人数付　与　日　数　等区　　　　　　　　分

必要と認められる期間選挙権その他の公民権を行使する場合

特　
　
　

別　
　
　

休　
　
　

暇
（
有
給
）

必要と認められる期間証人等として国会等に出頭する場合

必要と認められる期間骨髄移植のための骨髄液を提供する場合

１の年のうち5日間以内ボランティア活動に参加する場合

2人連続する7日以内（週休日含む）結婚する場合

2人10日以内で必要と認められる期間妊娠に起因する障害（つわり）により業務困難な場合

1日1時間又は1日2回それぞれ30分妊娠中の通勤混雑緩和

必要と認められる期間妊娠中の健康保持のための休息または捕食

1人必要と認められる期間母子保健法による保健指導、健康診査を受ける場合

10日以内で必要と認められる期間妊娠１２週間未満で流産をした場合

4人出産予定日まで6週間産前休暇

3人出産日の翌日から8週間産後休暇

1日2回それぞれ30分以内1歳未満児の保育を行う場合

2日以内生理日において業務困難な場合

6人2日以内で必要と認められる期間妻の出産休暇（出産予定日14日以内から出産後14日）

5日間以内育児参加をする場合

7人必要と認められる期間乳幼児の健康診査、予防接種等の介助をする場合

1人１の年のうち5日間以内小学校就学前の子の看護をする場合

72人配偶者10日、父母7日、子5日など親族が死亡した場合

1人1日以内父母・配偶者・子の追悼をする場合

336人7月から9月の期間内において、3日以内夏季における心身健康維持増進等をする場合

必要と認められる期間災害、交通機関等の事故時により勤務することができない場合

必要と認められる期間結核性疾患により勤務軽減を図る場合

必要と認められる期間職務の遂行に必要な資格試験または昇任試験を受ける場合

必要と認められる期間国、県、市町村その他公共団体からの表彰を受ける場合

必要と認められる期間公共団体主催の運動競技会へ選手または役員として参加する場合

必要と認められる期間職務に関連があると認められる海外視察及び海外派遣団に参加する場合

1人必要と認められる期間その他、任命権者が特に必要と認めた場合

6カ月以内要介護者を介護する場合（無給）介 護 休 暇

9人3歳に達するまでの必要な期間３歳未満の子を育児する場合（無給）育 児 休 業

1人1日2時間以内小学校就学前の子を養育する場合（無給）育児部分休業

2人
4種類の勤務形態から選択 
（週19時間25分）（週19時間35分） 
（週23時間15分）（週24時間35分）

小学校就学前の子を養育する場合（勤務しない時間は無給）育児短時間勤務

※　取得人数は累計です。

■３－４　その他の休暇制度および育児休業制度の概要（平成21年１月１日～平成21年１２月３１日）

■３－３　病気休暇の状況

合　　計その他内　　科外　　科区　　分

33人0人26人7人職 員 数（ 人 ）

488日0日363日125日病 休 日 数

14.8日0日14.0日17.9日平均取得日数

■３－２　年次有給休暇の状況
　　　　　（平成21年１月１日～平成21年１２月３１日）

消化率
（ｂ）／（a）

平均取得日数
（ｂ）／（ｃ）

対象職員数
（ｃ）

総取得日数
（ｂ）

総付与日数
（ａ）

22.9%9.1日255人2,311.9日10,108.0日

※　平成21年中の全期間を市長部局に在籍し、期間中に採用・退職・育児休業・休職がある職員を除
いています。

■４－１　分限処分
　分限処分とは、勤務実績不良の場合や心身の故障の場合、またはその職に必要な適格
性を欠く場合において、公務能率の維持並びに適正な行政運営の確保を図るために行
われる処分です。

処分の種類区　　　　　　　　　分

合計降給休職降任免職処分の具体的な理由

0人勤務成績がよくない場合

1人１人心身の故障の場合

0人職に必要な適格性を欠く場合

0人職制、定数の改廃、予算の減少により廃職、過員を生じた場合

0人刑事事件に関し起訴された場合

0人条例で定める事由による場合

　懲戒処分とは、法令に違反した場合、職務上の義務に違反し、もしくは職務を
怠った場合、または全体の奉仕者たるにふさわしくない非行があった場合におい
て、職場の秩序を維持し、回復を図るために行われる処分です。

処分の種類区　　　　　　　　　分

合計戒告減給停職免職処分の具体的な理由

0人一般服務違反関係

0人公金公用物等取扱関係

0人公務外非行行為

0人交通事故・交通法規違反関係

0人監督責任関係

■４－２　懲戒処分
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（２）　メンタルヘルス対策
　職員のストレス要因の増加に伴うメンタルヘルス対策として、メンタルヘル

スに関する理解と知識の普及、職員の状態に応じた適切な指導のために次の事

業を実施しています。

ア　メンタルヘルス研修会
　管理監督者向け及び一般職員向けメンタルヘルス研修への積極的な参加。

イ　メンタルヘルス相談
　共済組合メンタルヘルス電話相談窓口を設置。

（３）　特定事業主行動計画実績
　次世代育成支援推進法に基づき平成１７年４月に策定した「東松島市職員の子

育てに関する行動計画」の実績は次のとおりです。

ア　育児休業取得率
【目標】 男性職員 10％・ 女性職員 90％（平成21年度）

【実績】　・男性職員　対象者5人中0人（0％）　※目標未達

　　　　・女性職員　対象者4人中4人（100％）

イ　時間外勤務の上限年360時間
【目標】 年360時間以内の職員の割合100％（平成21年度）

【実績】 98.6％（291人中287人）　※目標未達

ウ　年次休暇取得率
【目標】 平均30％以上の取得率（平成21年）

【実績】 平均22.3％　※目標未達

合 計
職　　種

評定結果評定の時期
労務職行政職

19人2人17人極 め て 良 好

平成2 2年
1 月 1 日

66人4人62人特 に 良 好

247人17人230人良 好

4人4人やや良好でない

6人6人良 好 で な い

342人23人319人合　　　　　　計

６　職員研修および勤務成績の評定の状況
　職員の研修は、人材育成基本方針に基づき、研修を通じて地方分権時代にふさわしい人材を育成し、本市のまちづくりや行政経営を推進することを目的に計画しています。

■６－１　研修実績
参 加
人 数

件数また
は 回 数

主　　　　な　　　　研　　　　修研修区分

72人８講座
新規採用職員研修や概ね採用 5，10 年目の全職員を対象とした一般職員研
修、主任級以上を対象とした監督者研修、班長・課長級を対象とした管理職
研修など

階 層 別
研 修

研 修 所
研 修

53人19講座
防災、公会計改革、契約事務、法務事務、政策形成等の実務研修や、政策
法務、キャリアデザイン、クレーム対応力向上、メガトレンド等、知識習
得のための専門分野研修

専門研修

68人11講座
市町村アカデミー研修や共済組合主催メンタルヘルス講座、２市１町
管理職研修、県連携首長公所長セミナーなど

各種団体主催研修

325人６回全職員を対象に様々な行政課題に関する研修や講演会の開催講演会等

職場研修
117人１回

自主救護能力と救命率の向上、防災意識の高揚を図るため、全職員を対
象（普通救命資格取得率100%）に救急救命講習会を実施

救命講習

－－県及び広域行政事務組合への派遣長期派遣
派遣研修

－－市町村職員中央研修所、自治大学校への派遣など短期派遣

■６－２　勤務成績の評定の状況

ア　定期健康診断

受診率受診者数対象人数対　　　象　　　者項　　目

100.0%221人221人35歳未満の全職員及び臨時職員一般定期健康診断

96.8%214人221人35歳未満の全職員及び臨時職員結 核 健 診

14.3%7人49人定期健康診断受診結果により対象職員抽出事 後 指 導 会

100.0%253人253人35歳以上の全職員人 間 ド ッ ク

40.3%75人186人40歳以上の全職員（希望により受診）脳 ド ッ ク

イ　がん検診

受診率受診者数対象人数対　　象　　者項　　目

88.0%66人75人35歳以上の女性職員乳 が ん 健 診

76.0%57人75人35歳以上の女性職員子 宮 が ん 検 診

７　職員の福祉および利益の保護の状況

（１）　健康管理対策
　定期健康診断等を実施するとともに、その結果を有効に活用していくために次の事業を実施して

います。

■７－１　健康の保持増進

（注）１　行政職は55歳、労務職は57歳を超えると昇給抑制と
なっています。

　　２　育児休業などの取得職員を除いています。

東松島市人事行政の運営状況

▼

応
急
手
当
講
習
会

災害の概要認定件数発生件数加入団体

公務中の負傷・・・４件
通勤中の負傷・・・０件

4件4 件地方公務員災害補償基金宮城県支部

■７－２　安全管理
　衛生管理者や安全衛生推進者による職場ごとの安全管理を推進しています。なお、平成21年度に
おける公務災害・通勤災害の認定件数は次のとおりです。

■７－３　職員互助会組織の設置

　職員の相互扶助による福祉の増進のために条例等に基づいて職員互助組
織を設置し、職員の健康増進や元気回復、職員間の親睦を図っています。ま
た、フラワーストリートの植栽事業やクリーン作戦運動にも積極的に参加して
います。互助会はすべて職員からの会費で運営しています。（公費支出なし）

ア　職員互助会組織の概要

概　　　　　　　　　　要項　目

東松島市職員互助会名 称

354人（平成21年4月1日現在）会 員 数

6,429千円総 事 業 費

ウ　慶弔時の給付

概　　　　　　　　　　要項　目

退会給付金、結婚祝金、出産祝金祝 金

弔慰金弔 慰 金

病気見舞金、災害見舞金そ の 他

イ　職員福利厚生事業

概　　　　　　　　　　要項　目

スポーツ等活動助成金健康増進事業

レクリエーション事業費、健康増進センター（ゆぷと）利
用助成金

元気回復事業

■７－４　利益の保護の状況

ア　職員の勤務条件に関する措置要求の状況 ０件

イ　職員に対する不利益処分に関する不服申

　　立ての状況 ０件

※公平委員会の事務を委託している宮城県人事委員会からの報告です。
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合
併
5
周
年
の
節
目
に 
市
政
発
展
の
功
績
を
讃
え
る

平
成　

年
市
政
功
労
者
表
彰

２２

▲特別功労教育文化功労を受賞した仙台育英学園高等学校野球部の佐々木憲選手（左）
と田中一也選手

　
　

月　

日（
日
）、平
成　

年
市
政
功
労
者
表
彰
式
が
、市
コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、合
併
5

10

17

22

周
年
記
念
式
典
と
と
も
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
表
彰
式
に
は
、来
賓
を
は
じ
め
関
係
者
な
ど　

人
が
参
加
。阿
部
市
長
か
ら　

個
人
に
市
政
功

300

45

労
表
彰
状
が
、　

個
人
と
4
団
体
に
市
政
功
労
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

47

　

ま
た
、合
併
5
周
年
を
記
念
し
、都
市
宣
言
の
制
定
や
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
の
制
作
、市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
な

ど
に
尽
力
さ
れ
た
方
へ
の
功
績
を 
讃 
え
、阿
部
市
長
か
ら　

個
人
と
5
団
体
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

た
た

93

　

こ
こ
で
は
、表
彰
式
で
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
と
、各
種
叙
勲
受
章
者
・
大
臣
表
彰
受
賞
者
を
紹
介
し
ま
す

（
敬
称
は
省
略
。な
お
、表
彰
式
後
に
叙
勲
を
受
章
、ま
た
は
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
た
方
は
次
年
度
に
て
紹
介
し
ま
す
）
。

  
表
彰
状
贈
呈
者

【
自
治
功
労
】

千
葉
利
喜
夫（
市
行
政
区
長
／
上

小
松
）▼
澁
谷
信
也（
同
／
手
招
）

▼
永
井
喜
伊
夫（
同
／
前
柳
）▼
鈴

木
廣
壽（
同
／
南
緑
）▼
塙
薫（
同

／
南
新
二
）▼
阿
部
勝
也（
同
／

表
）

【
産
業
功
労
】

佐
藤
勝
彦（
市
農
業
委
員
／
上
町

一
）▼
阿
部
正
伍（
同
／
中
）▼
邊

見
儀
政（
同
／
塩
入
）▼
大
崎
喜
三

（
市
商
工
会
役
員
／
上
町
一
）▼
土

井
一
朗（
同
／
筒
場
）▼
大
森
宣
勝

（
同
／
上
町
二
）

【
教
育
文
化
功
労
】

浦
山
忠
好（
元
市
教
育
委
員
／
表
）

▼
大 

繁（
元
市
文
化
財
審
議
会

委
員
／
照
井
）▼
相
澤
数
子（
矢
本

婦
人
会
役
員
／
上
浜
三
）▼
戸
田

里（
元
矢
本
婦
人
会
役
員
／
上
町
三
）

【
保
健
衛
生
功
労
】

増
子
長
壽（
市
環
境
衛
生
推
進
員
／

御
下
）▼
櫻
井
隆
典（
同
／
関
の
内

一
） 
▼
渋
川
義
次（
同
／
横
沼
東
）▼

酒
井
久
夫（
同
／
前
柳
）▼
宍
倉
武

史（
同
／
東
大
溜
）▼
石
垣
忠
夫（
同

／
貝
殻
塚
一
）▼
佐
々
木
善
吾（
献

血
回
数　

回
以
上
／
上
河
戸
二
）▼

100

小
林
利
之（
同
／
作
田
浦
）▼
中
原

和
恵（
同
／
関
の
内
二
）▼
中
根
勝

広（
同
／
四
反
走
）▼
中
原
淑
仁（
同

／
関
の
内
二
）▼
新
留
雄
二（
同
／

河
戸
）▼
内
海
健
義（
同
／
浅
井
）

【
調
査
統
計
功
労
】佐
藤
公
喜（
市

統
計
調
査
員
／
貝
殻
塚
二
）

【
建
設
功
労
】木
島
幸
一（
市
土
木

委
員
／
東
名
新
場
）

【
消
防
防
災
功
労
】

後
藤
晃（
市
消
防
団
副
分
団
長
／

大
塚
）▼
大
野
正
志（
市
消
防
団
部

長
／
立
沼
）▼
土
井
信
勝（
同
／
八

幡
）▼
櫻
井
文
男（
同
／
鹿
妻
一
）

▼
新
田
秀
勝（
同
／
上
小
松
）▼
高

橋
栄
浩（
同
／
裏
一
）▼
村
上
政
彦

（
同
／
浅
井
）▼
安
部
俊
郎（
同
／

中
下
）▼
加
藤
定
行（
同
／
小
分

木
）▼
大
山
斉（
同
／
大
塚
）▼
齋

藤
安
守（
同
／
五
味
倉
）

【
特
別
功
労
産
業
功
労
】

相
澤
武
一（
第　

回
塩
釜
神
社
奉
献

62

乾
海
苔
品
評
会
優
勝
／
上
浜
三
）

【
特
別
功
労
教
育
文
化
功
労
】

田
中
一
也（
第　

回
全
国
高
等
学

92

校
野
球
選
手
権
大
会
に
出
場
／
中

下
）▼
佐
々
木
憲（
同
／
下
浦
）

  
感
謝
状
贈
呈
者

【
行
政
区
協
力
員
】

小
野
寺
慶
幸（
上
町
一
）▼
鹿
野
晃

（
上
町
一
）▼
赤
間
明（
上
町
三
）▼

千
葉
誠
一（
大
溜
）▼
小
山
正
男

（
東
大
溜
）▼
千
葉
秀
子（
下
町
一
）

▼
小
野
ヤ
ツ
ヨ（
下
町
一
）▼
熊
谷

多
喜
子（
下
町
一
）▼
鈴
木
勇
治
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（
下
町
四
）▼
土
井 

夫（
下
町
四
）

▼
齋
藤
テ
ル
ヨ（
下
町
五
）▼
及
川

幸
一（
関
の
内
一
） 

▼
神
山
良
一

（
関
の
内
一
）▼
佐
々
木
義
章（
関

の
内
二
）▼
櫻
井
重
雄（
道
地
）▼

菅
原
耕
一（
五
味
倉
）▼
阿
部
昭
一

（
横
沼
東
）▼
鈴
木
幸
二（
横
沼
二
）

▼
難
波
和
夫（
横
沼
二
）▼
中
園
勇

二（
貝
殻
塚
一
）▼
邊
見
孝
夫（
表
）

▼
矢
本
勇
記（
表
）▼
後
藤
国
雄

（
表
）▼
安
西
道
生（
中
）▼
阿
部
徳

治（
中
）▼
大
山
勇
治（
小
松
台
）▼

木
原
更
生（
小
松
台
）▼
岡
田
勝
志

（
新
町
）▼
笠
松
利
平（
新
町
）▼
菅

井
保
勝（
新
町
）▼
千
葉
眞
一（
東
名

新
場
）▼
山
本
良
雄（
東
名
新
場
）

【
国
道
・
ミ
ニ
公
園
の
環
境
保
全
】

平
塚
冨
五
郎（
筒
場
）

【
交
通
安
全
指
導
・
啓
発
】

株
式
会
社
守
平
商
店（
関
の
内
一
）

【
伝
統
文
化
の
指
導
・
地
域
の
美
化

活
動
】大
塩
中
区
長
寿
会（
中
）

【
公
共
施
設
・
神
社
周
辺
の
環
境
美

化
】山
村
幸
一（
上
下
堤
）▼
武
田

長
治（
上
下
堤
）▼
奥
田
功（
上
下

堤
）▼
浅
野
喜
一（
上
下
堤
）

【
老
人
ク
ラ
ブ
の
発
展
に
寄
与
】

熊
谷
彪（
中
下
）

【
伝
統
文
化
の
保
存
･
伝
承
】

浅
井
長
生
会（
浅
井
）

【
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
発
展
に

寄
与
】櫻
井
久
男（
里
北
）▼
櫻
井

 

男（
里
北
）▼
門
馬
茂
男（
室
浜
）

▼
門
馬
兼
一（
室
浜
）

【
図
書
館
で
紙
芝
居
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

松
本
昭
英（
上
浜
一
）

【
小
学
校
等
で
の
読
み
聞
か
せ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
】宮
本
幸
子（
南
新
二
）

【
図
書
館
等
で
の
読
み
聞
か
せ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
】�
崎
恵
子（
上
納
）

▲
幸
田
つ
た（
横
沼
西
）

【
子
供
の
読
書
推
進
に
寄
与
】

布
絵
本
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ル
ト

【
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
中
継
局
を
市

に
寄
附
】金
津
智
洋（
石
巻
市
）

▲各種叙勲の受章者と大臣表彰の受賞者を紹介

  
各
種
叙
勲
受
章
者

春
の
叙
勲
受
章
者

【
瑞
宝
双
光
章
】浅
野
勝（
元
矢
本

町
消
防
団
長
／
前
里
）▼
今
野
志

美（
元
不
老
園
主
任
介
護
員
／
川

下
）

【
瑞
宝
単
光
章
】鈴
木
登
喜
雄（
元

防
衛
技
官
／
下
町
一
）

第　

回
危
険
業
務
従
事
者

14
叙
勲
受
章
者

【
瑞
宝
双
光
章
】佐
藤
健（
元
2
等

空
尉
／
上
納
）▼
佐
々
木
実（
元
3

等
空
尉
／
寺
）

  
大
臣
表
彰
受
賞
者

平
成　

年
大
臣
表
彰
受
賞
者

21

【
社
会
教
育
功
労
者
文
部
科
学
大

臣
表
彰
】

三
浦
絢
子（
矢
本
婦
人
会
会
長
／

下
町
一
）

▲受賞者代表であいさつする大 繁さん

【
都
市
宣
言
】

橋
本
孝
一（
南
新
二
）▼
津
田
眞
一

（
四
反
走
）▼
松
本
茂
樹（
上
町
二
）

▼
清
水
好
和（
上
町
一
）▼
藤
原
真

奈
美（
上
納
）▼
齋
藤
英
彦（
御
下
）

▼
山
田
健（
裏
一
）▼
高
松
英
子

（
小
野
上
）▼
佐
々
木
松
子（
中
下
）

▼
櫻
井
晋（
里
北
）

【
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
】

遠
藤
茂
夫（
南
四
）▼
榊
原
光
裕

（
仙
台
市
）▼
石
田
香
織（
表
）▼
土

井
正（
下
町
一
）▼
藤
田
則
子（
関

の
内
二
）▼
遠
藤
文
明（
上
河
戸

一
）▼
片
倉
浩
由（
上
河
戸
四
）▼

本
田
栄
子（
八
幡
）▼
大
友
佳
代

（
小
野
上
）▼
小
林
敬
子（
亀
岡
南
）

▼
関
谷
弓
子（
作
田
浦
）

【
東
松
島
音
頭
】

佐
々
木
健
秀（
中
下
）▼
野
辺
光
夫

（
石
巻
市
）▼
内
海
正
昭（
小
野
下
）

【
組
織
統
合
】

阿
部
英
雄（
上
町
一
）▼
久
光
哲
朗

（
浜
市
）▼
雫
石
勝
一（
寺
）▼
花
坂

功
三
郎（
東
名
新
場
）▼
�
橋
イ
チ

子（
亀
岡
西
）▼
三
浦
絢
子（
下
町

一
）▼
土
井
健
雄（
裏
）▼
三
浦
麗

子（
上
納
）▼
狩
野
正
男（
新
町
）▼

田
中
茂（
下
町
二
）▼
安
住
茂
夫

（
小
野
下
）▼
氏
家
源（
往
還
下
）▼

木
村
勝（
横
沼
西
）

【
ま
ち
づ
く
り
】

木
村
孝
雄（
亀
岡
東
）▼
千
葉
圭
悟

（
貝
田
）▼
阿
部
雄（
駅
前
）▼
佐
藤

容
子（
小
野
上
）▼
木
村
ア
サ
子

（
作
田
浦
）▼
浅
野
勝
則（
前
里
）▼

佐
藤
正
巳（
南
四
）▼
津
野
田
利
男

（
大
島
）▼
上
島
�（
横
沼
東
）▼
佐

藤
充
信（
平
岡
）▼
宮
里
若
枝（
里

北
）▼
齋
藤
あ
や
子（
柳
上
）▼
木

村
正
樹（
塩
入
）▼
佐
藤
ま
き
子

（
大
溜
）▼
佐
藤
牧
観（
新
東
名
南
）

▼
石
森
康
夫（
平
岡
）▼
新
妻
栄
子

（
新
川
前
）▼
浅
野
と
も
子（
前
里
）

▼
土
井
博
貴（
表
）▼
武
山
由
希
江

（
四
反
走
）▼
田
中
博
子（
上
町
一
）

▼
及
川
誓（
上
町
二
）▼
櫻
井
俊
一

（
上
町
三
）▼
佐
藤
文
太
郎（
上
町

一
）▼
小
関
毅（
上
町
二
）▼
庄
司

信
也（
上
町
一
）

【
市
民
協
働
】

三
浦
サ
イ
子（
道
地
）▼
片
倉
澄
子

（
下
小
松
）▼
山
崎
清
美（
亀
岡
南
）

▼
内
海
牧
子（
亀
岡
西
）▼
及
川
千

津
子（
下
小
松
）▼
佐
藤
て
る
子（
上

町
三
）▼
立
川
光
子（
大
溜
）▼
小
島

光
代（
新
東
名
南
）▼
高
山
一
江（
小

野
下
）▼
及
川
清
一（
下
小
松
）▼
邉

見
勝
昭（
塩
入
）▼
尾
形
春
男（
亀
岡

東
）▼
齋
藤
稔
男（
照
井
）▼
鈴
木
敏

正（
横
沼
西
）▼
星
名
健（
道
地
）▼

櫻
井
富
雄（
肘
曲
）▼
片
倉
勇
規（
下

小
松
）▼
及
川
良
彦（
沢
田
）▼
渥
美

耕
太
郎（
南
二
）▼
櫻
井
清
孝（
表
）

▼
齋
藤
壽
朗（
東
名
新
場
）▼
佐
藤

康
男（
大
浜
）▼
渡
部
順
子（
裏
二
）

▼
尾
形
勝（
大
浜
）

【
合
併
記
念
】

ジ
ュ
ニ
ア
･
リ
ー
ダ
ー
サ
ー
ク
ル

「
た
か
の
こ
」▼
石
森
和
之（
鹿
妻

一
）▼
青
野
吉
宏（
寺
）▼
齋
藤
勝

彦（
道
地
）▼
内
海
牧
郎（
新
町
）▼

丁
子
正
明（
小
野
下
）▼
岩
井
き
よ

子（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
）▼
東
松

島
市
商
工
会
▼
東
松
島
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
▼
東
松
島
市
建
設
業
協

会
▼
東
松
島
市
日
韓
友
好
協
会

合
併
5
周
年
記
念
感
謝
状
贈
呈
者

平成22年市政功労者表彰
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東松島市合併５周年記念事業�

市民まつり

まつりで
合併５周年を祝う

▲平成１７年４月１日生まれの子

集合（阿部 莉  子 ちゃん（左）と
り こ

内海 準風 くん）
はやて

▲合併記念お振舞（矢本東地区
のあんこ餅）

　
　

月　

日（
日
）、市
コ
ミ
ュ
ニ

１０

１７

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
野
外
ス
テ
ー
ジ
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
パ
ー
ク
を
会
場
に
、

市
民
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、市
内

８
地
域
の
伝
統
芸
能
や
工
夫
を
凝

ら
し
た
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

振
舞
料
理（
２
、４
０
０
食
を
無

料
提
供
）が
８
地
域
自
治
組
織
か

ら
出
さ
れ
、上
下
堤
の
そ
ば
な
ど

各
地
区
の
料
理
が
観
客
の
舌
を
う

な
ら
せ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、会
場
で
は
協
賛
団
体
や

市
内
企
業
の
販
売
や
子
ど
も
の
遊

び
コ
ー
ナ
ー
も
行
わ
れ
、親
子
連

れ
な
ど
の
来
場
者
約
４
千
人
が
楽

し
み
ま
し
た
。

フォトレポート�

▲合併記念お振舞（赤井地区
の芋煮）

▲ステージ発表（八鷹みこし）

▲ステージ発表の最後のトリ
はおどっちゃ矢 もっと

▲講演でも野村名誉監督のぼや

き節が 炸  裂 
さく れつ

　
　

月　

日（
土
）、市
コ
ミ
ュ
ニ

１０

１６

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
市
民
ま
つ
り
前

日
祭
と
し
て
、東
北
楽
天
ゴ
ー
ル

デ
ン
イ
ー
グ
ル
ス
名
誉
監
督
の

野
村
克
也
氏
を
招
き
、「
必
勝
の

人
材
育
成
と
組
織
論
」と
い
う

テ
ー
マ
で
講
話
が
行
わ
れ
ま
し

た
。来
場
者
数
は　

人
で
し
た
。

４４７

市民まつり前日祭を開催

▲市民まつり野外ステージの部スタート（矢本西小鼓笛隊）

▲合併記念お振舞（野蒜地区
の焼きガキ）

▲

合併記念お振舞（小野地区
の上下堤そば）

▼

浜市甚句保存会によるどや節

五人講演会２０１０
パート５
野村克也氏

　今年、合併５周年を迎えて市内では５月のチャレン

ジデー in東松島市を皮切りに各種合併記念事業を実

施しました。

　今月号では、１０月に行われた市民まつりを中心に事

業をフォトレポートします。

▲ステージ発表（ミニコン
サート）
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月　

日（
日
）、市
コ
ミ
ュ
ニ

１０

１７

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
前
に
都
市
宣
言
碑

を
建
立
し
除
幕
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

宣
言
は
、東
松
島
市
が
躍
動

す
る
明
る
い
未
来
を
次
世
代
に

引
き
継
ぐ
こ
と
を
誓
い
、市
民
協

働
の
理
念
に
基
づ
い
た
市
民
の
目

標
と
し
て
宣
言
し
ま
し
た
。

▲宣言を行う矢本二中３年の久保

田 晧  大 さん（左）と制野 咲 さん
こう だい さき

﹇
都
市
宣
言
﹈

○
み
ん
な
で
つ
く
る　

安
全
安
心
の
ま
ち

○
自
然
と
人
が
融
和
す
る
ま
ち

○
愛
が
あ
ふ
れ
る
子
育
て
支
援
の
ま
ち

○
だ
れ
も
が
本
に
親
し
む
ま
ち

○
あ
い
さ
つ
が
こ
だ
ま
す
る
ま
ち

○
心
う
き
う
き
明
る
い
食
卓
の
ま
ち

▲輝くわが東松島（まち）を披露
（イメージソング合唱団）

　
　

月　

日（
日
）、市
コ
ミ
ュ
ニ

１０

１７

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
合
併

５
周
年
記
念
式
典
及
び
市
政
功
労

表
彰
式
で
東
松
島
市
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
曲
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

制
作
は
合
併
５
周
年
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、市
内
の
音
楽
サ
ー
ク

ル
有
志　

人
に
よ
り
制
作
実
行
委

１０

員
会
を
設
立
。市
民
憲
章
検
討
時

の「
詩
」を
モ
チ
ー
フ
に
作
詞
・
作

曲
を
行
っ
た
も
の
で
す
。子
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
親
し
め
る
３

曲
を
完
成
さ
せ
た
ほ
か
、Ｃ
Ｄ
を

制
作
し
ま
し
た
。

■
問　

市
民
協
働
課
協
働
推
進
班

　

�
内
線
１
２
８
１

「東松島市イメージソング」発表

▼このまち大好きを披露（小野小
学校６年生）

▲東松島市賛歌を披露（ハラハラ
シンガーズ）

上
下
堤
そ
ば
ま
つ
り

■
日
時　
　

月
５
日（
日
）

１２

■
会
場　

農
村
創
作
活
動
セ
ン
タ
ー

■
問　

上
下
堤
転
作
組
合
長　

浅
野
公
夫

　

�　

－

４
５
５
７－

８
０
９
９

０９０

郷
土
の
偉
人
顕
彰
事
業

■
内
容　

映
像
で
記
録
を
保
存
・
継
承
。市
民
・
団
体

な
ど
に
教
材
と
し
て
貸
出
し
ま
す

■
問　

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
班
�
内
線
３
２
０
１

▲宣言碑除幕には更別村の岡出 誠 
せい

 司 村長も参加しました（右奥）
じ

　
　

月
３
日（
水
・
祝
日
）、

１１
滝
山
公
園
を
会
場
に
、滝

山
千
本
桜
記
念
碑
除
幕
式

が
開
催
。主
催
の
矢
本
西

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
の

役
員
や
故
小
野 
金  
次  
郎 
翁

き
ん 

じ 

ろ
う

の
親
族
な
ど
約　

人
が
集

６０

ま
り
ま
し
た
。

滝山千本桜記念碑の建立

▲除幕する親族代表の小野義光さん（右）

　
　

月　

日（
土
）〜　

日（
日
）、奥
松
島

１０

３０

３１

運
動
公
園
体
育
館（
バ
ウ
ン
ズ　

）を
会

８８

場
に
後
藤 
桃  
水 
ま
つ
り（
後
藤
桃
水
翁
を

と
う 
す
い

顕
彰
す
る
会
主
催
）が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
で
は
、民
謡
の
披
露
や
尺
八
の
演

奏
が
２
日
間
で
競
わ
れ
、民
謡
歌
手
の
岩

井
き
よ
子
さ
ん
な
ど
も
ゲ
ス
ト
登
場
し
、

会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

後藤 桃  水 まつり
とう すい

▲民謡を熱唱する阿部 康 さん
こう

（新町）

▲記念碑の建立を喜ぶ関係者代
表の方々

東松島を
メロディにのせて

まちづくりの
指標として

市民協働のまちづくりに
よる都市宣言碑除幕式

小野金次郎翁の
意思を顕彰

民謡の育ての親
生誕130年を祝う

今後実施する
記念事業

▲イメージソングは市のホーム
ページで一般公開中です

東松島市合併５周年記念事業 フォトレポート

 東松島市イメージソング発表

■イメージソング

　1.輝くわが東松島(まち)［斉唱］　ダウンロードはこちらから(mp3_3.1MB)

　2.輝くわが東松島(まち)［合唱］　ダウンロードはこちらから(mp3_3.1MB)

　3.このまち大好き　　　　　　ダウンロードはこちらから(mp3_2.4MB)

　4.東松島市賛歌［斉唱］　ダウンロードはこちらから(mp3_3.1MB)

　5.東松島市賛歌［合唱］　ダウンロードはこちらから(mp3_3.5MB)

　6.輝くわが東松島(まち)～オリジナルカラオケ　ダウンロードはこちらから(mp3_3.1MB)

　7.このまち大好き～オリジナルカラオケ　ダウンロードはこちらから(mp3_2.4MB)

　8.東松島市賛歌～オリジナルカラオケ　 ダウンロードはこちらから(mp3_3.0MB)

イメージソングの詳細については､市民協働課協働推進班まで､問い合わせください。

■問

　市民協働課協働推進班　内線1281
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皇
室
献
上
の
浜
で
と
れ
た
海
苔

を
ふ
ん
だ
ん
に
練
り
込
ん
だ
風
味

豊
か
な
極
上
の
逸
品
で
す
。ぜ
ひ

一
度
、ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

〜
東
松
島
の
り
う
ど
ん
提
供
店
〜

※
提
供
の
詳
細
に
つ
い
て
は
店
舗

ご
と
に
異
な
り
ま
す
の
で
、各
店

舗
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
矢
本
地
区
】

�
安
べ
え
食
堂　

�　

－

７
１
５
２

８２

�
ち
ゃ
ん
こ
萩
乃
井

　

�　

－

２
４
７
８

８２

�
料
理
菅
原　

�　

－

３
２
５
１

８３

�
レ
ス
ト
ラ
ン
ダ
イ
ニ
ン
グ
Ｊ
ｉ
Ｊ
ｉ

　

�　

－

４
１
６
６　

（
要
予
約
）

８３

　この融資制度は、中小企業に勤務されている方の

生活への支援策として東北労働金庫と提携し設立し

たものです。

　制度の内容については、本人またはその被扶養者

（同居の家族も含む）に係る一般生活資金や教育資金、

育児・介護休業者生活資金などに利用できますので、

希望の方は下記の内容を確認の上、申し込みください。

■融資対象者の資格

①中小企業に勤務されている方で、市内に１年以上住所

を有する方、または市内の同一企業に引き続き１年以

上勤務している方

②市町村民税を完納し、かつ、当該融資に係る債務の全部

を弁済できると認められる方

③�日本労働者信用基金協会の保証承諾を受けられる方

■制度の内容

対象となる資金種別などについては左の

表のとおりです。詳細については問い合

わせください

■担保・保証　担保は不要です。原則として

保証機関による保証が必要となります。別

途、保証料（年０．７％～１．２％）が必要です。

保証料が一部（場合によっては全額）補給

される制度もあります。詳しくは、東北労働

金庫石巻支店に問い合わせください

■申し込み　直接、東北労働金庫石巻支店

へ申し込みください

※融資の実行には審査があります。審査の

結果、融資できないなど希望に添えない

場合もありますので、あらかじめご了承

ください。

■問　手続きについて

　　東北労働金庫石巻支店　�２２-３３５５

制度の内容について

　商工観光課商工政策班　�内線２１６２

内　　　　　　　容項　目資金種別

○通勤用自家用自動車の購入費用
○結婚・出産・療養・葬祭の費用
○住居移転費用
○介護用品・機器の購入費用
○公租公課に要する費用
○住宅の修理、付帯設備設置、災害復旧費用
○上記使途借入金の借り換え費用

使　　途

一 般 生 活 資 金

年２．５０％（固定金利）融資金利

２００万円限度融資金額

７年以内（据置１年以内）償還期間

○高校、大学、各種学校等の教育資金
○授業料等の納付金のほか、下宿代、書籍等の費用
○勤労者自身のスキルアップのための訓練等の費用
○上記使途借入金の借り換え費用

使　　途

教 育 資 金
年１．８５％（固定金利）融資金利

２００万円限度融資金額

１０年以内（据置５年以内）償還期間

○育児休業又は介護休業中の生活に要する費用使　　途

育児・介護休業者
生 活 資 金

年１．２０％（固定金利）
金利優遇
第二子の出産に伴う育児休業の場合は・・・年１．１０％（-０．１％）
第三子の出産に伴う育児休業の場合は・・・年１．００％（-０．２％）

融資金利

１００万円限度融資金額

５年以内（据置１年以内）償還期間

勤労者の生活を応援します
東松島市勤労者生活安定資金融資制度

▲のりうどんは美味で風味豊か、
栄養の宝庫です

�
レ
ス
ト
ラ
ン
ぱ
ら
だ
い
す

　

�　

－

２
１
１
７

８２

�
浜
乃
屋

　

�　

－

２
２
３
７（
要
予
約
）

８２

�
農
家
手
打
ち
そ
ば　

き
さ
く
苑

　

�　

－

５
５
９
２

８２

�
ア
ゴ
ラ

　

�　

－

3
3
9
9（
要
予
約
）

83

【
小
野
地
区
】

�
正
寿
司

　

�　

－

２
０
３
６（
要
予
約
）

８７

【
野
蒜
地
区
】

�
龍
安

　

�　

－

２
９
７
６

８８

�
え
ん
ま
ん
亭

　

�　

－

３
７
６
９

８８

【
宮
戸
地
区
】

�
民
宿　

桜
荘

　

�　

－

３
２
０
６（
要
予
約
）

８８

�
民
宿　

千
鳥
荘

　

�　

－

２
０
６
６（
要
予
約
）

８８

�
民
宿　

浜
の
家

　

�　

－

２
１
６
７（
要
予
約
）

８８

■
問　

市
商
工
会

　

�　

－

２
０
８
８

８２

はじめ�
ました�
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の情報広場街

ひがしまつしま ダブルプレミアム商品券
もうすぐ使用期限終了･抽選発表です

　好評につき完売したひがしまつしまダブルプレミアム

商品券の使用期限は､12月10日(金)までです｡

　まだ、使用されていない商品券がありましたら､早めの

使用をお願いします｡

　また､合計100万円分の商品券が当たる抽選会が行わ

れます｡商品券綴りの表紙が抽選券となっていますので、

大切に保管の上､発表をお待ちください。

　景品は､当選番号が記されている抽選券と引き換えと

なります｡

■当選番号の発表　12月13日(月)

※当選番号の発表は､商品券加盟店､市商工会（本所･鳴瀬

支所）､市役所（本庁舎･鳴瀬庁舎）に掲示｡市商工会および

市ホームページにも掲載します｡

■景品交換の日時　12月23日(木･祝)10時～16時

※景品交換は当日のみとなりますので､ご注意ください｡

■交換場所　あったかいホール(旧大江家具店)

■景品　加盟店にて使用できる商品券

　特賞：10万円分…１本、１等：５万円分…５本、

　２等：３万円分…10本、３等：１万円分…35本

■問　市商工会本所　�82－２０８８

　市商工会鳴瀬支所　�87－２０２６

■
内
容　

野
蒜
海
岸
に
初
日
の
出
を
拝
む
た
め

訪
れ
た
人
達
に
、一
年
の
願
い
事
を
書
い
た

凧
を
上
げ
て
も
ら
い
ま
す

■
会
場　

野
蒜
海
岸

■
日
時　

平
成　

年
１
月
１
日（
土
）６
時
〜

２３

※
凧
１
、０
０
０
枚
を
無
料
で
配
布
し
ま
す
。

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金
箱
も
設
置
し
て
い
ま
す
。

※
お
み
く
じ
で
大
吉
が
出
た
先
着　

人
に
プ

１０

レ
ゼ
ン
ト
あ
り
。

■
主
催　

市
商
工
会
青
年
部

■
問　

市
商
工
会
本
所　

�　

－

２
０
８
８

８２

　

市
商
工
会
鳴
瀬
支
所　

�　

－

２
０
２
６

８７

　東松島市民を対象に特別割引で「東松島市魅力発見ツアー」を開催しま

す。日本三大渓「嵯峨渓」や今が旬のカキ処理場などを見学します。皆さま

の参加をお待ちしております。

■開催日　１２月９日（木）

■行程　８時４５分　市役所（本庁舎）�９時　市役所（鳴瀬庁舎）�９時１５

分　嵯峨渓遊覧（予定：６０分）�１０時１５分　大高森登山（予定：６０分）�　

１１時１５分　鳴瀬漁協カキ処理場（見学予定：３０分）�１２時　昼食・なかみ

ちや（予定：６０分）�１３時１５分　航空自衛隊松島基地（見学予定：４５分）�

１４時４０分　まちんど（予定：１５分）�１５時１０分　市役所（本庁舎）�１５時

２５分　市役所（鳴瀬庁舎）

■集合場所・時間　東松島市役所前　８時４０分、鳴瀬庁舎前　８時５５分

■解散場所・時間　東松島市役所前　１５時１０分ごろ、鳴瀬庁舎前　１５時２５

分ごろ

■交通手段　バス

■特典

○参加記念写真プレゼント（集合写真を遊覧船乗場で撮影、午後からプレゼント）

○嵯峨渓遊覧船乗場ではソフトクリームをプレゼント

○殻付カキのお土産付き

○市内御当地メニュー「海ぞく鍋膳」を市民限定価格にて提供

■費用　２，５００円（遊覧船代、昼食代含む）

■募集人員　３０人　※以前に申込・参加いただいた方はご遠慮願います。

■共催　東松島市　

■問・申し込み先　市観光物産協会　�８７－２３２２

　（平日：９時～１７時　土・日・祝日は定休）

 延 びる 開  眼  多  幸  上 げ
の かい がん た こ あ

（野蒜海岸凧揚げ）まつり

▲今年も多くの方が訪れました

東松島市民限定特別企画

東松島市魅力発見ツアー 参加者募集
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の情報広場街

　市では、公共下水道への接続または合併処理浄化槽

（トイレ・台所・風呂・洗濯などの家庭生活排水を一括処

理・浄化）への早めの切替え（水洗化）をお願いしていま

す。

　皆さんに一日も早く水洗化してもらうための「水洗

便所等改造資金の無利子融資あっせん制度」がありま

す。合併処理浄化槽を新たに設置・維持する場合は補助

金も交付されます。

　まだ水洗化していない家庭では、ぜひ、この機会に下

水道への接続・合併処理浄化槽への切替えを検討し、快

適な住生活と地域の衛生環境・自然環境の向上に協力

ください。

※融資あっせんの条件や

返済の流れ、合併処理

浄化槽の設置・維持に

伴う補助金については、

市指定の排水設備工事

店に相談、または下記

担当まで問い合わせく

ださい。

■問　下水道課施設班

　�内線２２５１

▲のびる市民まつりでの
　下水道促進イベント

下水道・合併処理浄化槽へ

切替えましょう
「建築物等の地震防災対策」助成制度の申し込みを受け

付け中です。

１．木造戸建て住宅の耐震診断助成

　旧耐震構造基準（昭和５６年5月３１日以前）で建築さ

れている住宅は地震時に倒壊するおそれがあります。

耐震診断を受けて住まいの安全を確認しませんか。

■標準的な自己負担額　８，０００円

■締め切り　１２月１７日（金）

２．木造住宅耐震改修工事助成

　１．で作成した改修計画に基づき工事を行う住宅が

対象です。

■締め切り　１２月１７日（金）

３．危険ブロック塀等の除却などに関する助成

■受け付け　随時。除却を行う前に連絡ください

■問・申し込み

　建設課建築営繕班

　�内線２２１４

宮城県沖地震に備えよう

　
　

月
6
日（
土
）、東
松
島
市
防

11
犯
実
働
隊（
氏
家
國
昭
隊
長
・
隊
員

　

人
）が
、大
曲
地
区
の
貝
殻
塚
一

31区
の
世
帯
を
訪
問
し
、防
犯
診
断

を
行
い
ま
し
た
。

　

防
犯
診
断
と
は
、住
宅
へ
の
侵

入
盗
や
乗
り
物
盗
な
ど
の
被
害
か

ら
身
を
守
る
た
め
に
、防
犯
に
対

す
る
啓
発
事
業
を
行
う
も
の
で
す
。

年
末
年
始
は
身
近
な
と
こ
ろ
で
犯

罪
が
起
き
や
す
い
時
期
で
す
。安

全
に
乗
り
切
る
た
め
に
、防
犯
の

基
本
を
確
実
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
『
戸
締
ま
り
の
最
後
の

カ
ギ
は
地
域
の
目
』

▲防犯実働隊員が戸別訪問しました

あ
な
た
の
家
の
防
犯
対
策
は
大
丈
夫
で
す
か

年末年始は飲酒の機会が増える時期です

飲酒運転は犯罪です飲酒運転は犯罪です
飲んだら運転しない！

飲んだ人に運転させない！

運転する人に飲ませない！

めざせ！　交通安全　日本一

■問　防災交通課　防災交通班　�内線1161
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心心
豊豊
かか
なな
クク
リリ
スス
ママ
スス

ああ
っっ
たた
かか
いい
ホホ
ーー
ルル

iiinn

　

子
ど
も
た
ち
は
日
々
新
し
い
体

験
や
課
題
に
直
面
す
る
中
で
、現

在
の
自
分
と 
葛  
藤 
し
な
が
ら
成
長

か
っ 
と
う

し
て
い
き
ま
す
。時
に
は
思
春
期

の
心
が
大
き
く
揺
れ
動
く
こ
と
も

あ
り
ま
す
。そ
の
よ
う
な
と
き
の

心
の
よ
り
ど
こ
ろ
は
家
庭
で
す
。

辛
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
家
庭
の
中

に
ほ
っ
と
す
る
よ
う
な
明
る
さ
と

温
か
さ
が
あ
れ
ば
、子
ど
も
は
安

心
し
て
が
ん
ば
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

集
団
生
活
を
し
て
い
る
学
校
で

は
嬉
し
い
こ
と
や
辛
い
こ
と
な
ど

日
々
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
起
き
ま

す
。大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
や
問
題
が

発
生
し
た
場
合
は
、学
校
で
の
取

り
組
み
も
大
切
で
す
が
、家
庭
で

の
対
応
が
大
き
く
左
右
し
ま
す
。

そ
れ
は
、家
庭
で
の
育
て
方
や
接

し
方
が
子
ど
も
の
心
の
動
き
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
か
ら
で
す
。

　

担
任
を
し
て
い
た
頃
、多
く
の

家
庭
を
訪
問
し
て
教
え
ら
れ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
は
、問
題
が

起
き
た
と
き
に
、そ
の
原
因
を
他

人
の
せ
い
に
す
る
こ
と
な
く
、真

摯
に
受
け
止
め
、そ
こ
か
ら
家
族

み
ん
な
で
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
努

力
す
る
家
庭
の
子
ど
も
は
、必
ず

立
ち
直
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

こ
と
で
す
。失
敗
や
つ
ま
ず
き
、悩

み
や
心
の
葛
藤
は
人
生
の
越
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
ハ
ー
ド
ル
と
真

正
面
か
ら
受
け
止
め
て
、親
自
身

が
腹
を
据
え
て
ど
っ
し
り
構
え
、

覚
悟
を
決
め
て
明
る
く
温
か
く
前

向
き
に
対
応
し
て
ほ
し
い
の
で
す
。

　

人
生
に
は
大
波
小
波
い
ろ
い
ろ

あ
り
ま
す
が
、自
分
に
は
ど
う
し

よ
う
も
な
い
こ
と
は
天
命
と
自
覚

し
、現
実
を
あ
り
の
ま
ま
受
け
入

れ
て
、今
で
き
る
こ
と
に
全
力
を

つ
く
す
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。

　

何
は
な
く
と
も
、明
る
く
温
か

い
家
庭
が
一
番
で
す
ね
。

教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教
育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育
長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長
ののののののののののののののののののののののののののののの
ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち
ょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょ
っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっ
ととととととととととととととととととととととととととととと
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話

教
育
長
の
ち
ょ
っ
と
い
い
話　

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第　

回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回
１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１

―
民
男
流
家
庭
教
育
十
か
条
―

教育長 木村  民  男 
たみ お

十　

家
庭
は
明
る
く
温
か
で
あ

れ
。子
ど
も
の
明
日
へ
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
な
る
。

年末の協働イベント＆お知らせ�

　東松島市合併５周年を記念して作成し
た『イメージソング集』（ＣＤ）配布要望が

多数のため、１枚１，
０００円で限定２００
枚（先着順）を実
費でお分けします。�
■問　市民協働
課協働推進班
�８２-１１１１�
　内線１２８２�

　

上
町
西
地
区
セ
ン
タ
ー
で
は
、

通
称『
三
角
公
園
』を
起
点
と
し
た

商
店
街
の
活
性
化
、さ
ら
に
市
内

の
新
し
い
冬
の
イ
ベ
ン
ト
ス
ポ
ッ

ト
と
し
て
、地
域
で
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
事
業
を
検
討
し
て
き
ま
し

た
。点
灯
式
か
ら
約
１
カ
月
間
、連

日　

時
〜　

時
ま
で
、約
８
千
球

１７

２３

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
灯
が
付
近
を
彩
り
ま

す
。点
灯
の
瞬
間
、も
し
く
は
賑
や

か
な
街
路
の
〝
夜
の
散
歩
〞
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

●
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式

■
日
時　
　

月
４
日（
土
）　
　

時

１２

１７

　

分
か
ら
点
灯
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ

３０ン
を
実
施

■
会
場　

三
角
公
園（
須
賀
神
社

前
の
ロ
ー
タ
リ
ー
場
）

■
問　

上
町
西
地
区
セ
ン
タ
ー
長

　

鹿
野　

�　

－
４
２
９
２

８２

贈
答
・
年
越
し
に 

〝
上
下
堤
そ
ば
〞を

　

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ『
ま
ち
ん
ど
』

で
は
、〝
上
下
堤
そ
ば
〞
の
販
売
を

始
め
ま
し
た
。

　

こ
の
そ
ば
は
、上
下
堤
転
作
組
合

が
平
成　

年
度
か
ら
栽
培
に
取
り

２１

組
ん
で
い
る
も
の
で
、今
年
度
は
７
・

２　

に
作
付
け
し
、約
２
・
４
�
を

ha
収
穫
。同
組
合
は
そ
ば
の
風
味
に
こ

だ
わ
り
、乾
麺
・
生
麺
と
も
そ
ば
粉

５
割（
五
割
そ
ば
）の
製
品
化
に
成

功
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、乾
麺
１
袋　

グ
ラ
ム

２００

入
り（
２
〜
３
人
前
）を　

円（
税

３１５

込
）で
販
売
。ま
た
贈
答
用
や
年
越

し
そ
ば
用
に
ま
と
め
て
購
入
さ
れ
る

方
に
は
５
袋
セ
ッ
ト
１
、５
０
０
円

（
限
定　

セ
ッ
ト
）、　

袋
セ
ッ
ト
２
、

３０

１０

９
０
０
円（
限
定　

セ
ッ
ト
で
い
ず

１０

れ
も
税
込
み
）を
用
意
し
ま
し
た
。

こ
の
他
に
も
市
内
産
新
米
、野
菜
、

米
粉
も
常
時
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
の

で
、ぜ
ひ
ご
来
店
く
だ
さ
い
。

■
問　

東
松
島
市
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
ま
ち
ん
ど　

�　

－

３
３
９
１

８３

　

今
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
は『
あ
っ

た
か
い
ホ
ー
ル
』で
サ
ン
タ
と
楽

し
く
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。サ
ン
タ

か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
・
親
子
で
楽

し
め
る
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
の
会

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　
　

月　

日（
木
・
祝
）

１２

２３

　
　

時
〜

１７
■
会
場　

あ
っ
た
か
い
ホ
ー
ル

■
対
象
者　

幼
児
〜
小
学
１
年
生

ま
で

■
参
加
費　

１
人
１
、０
０
０
円

（
プ
レ
ゼ
ン
ト
代
・
軽
食
代
）

■
問　

元
気
な
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
事
務
局（
市
民
協
働
課
内
）

　

�
内
線
１
２
８
３

�
三
角
公
園
か
ら
ま
ち
お
こ
し
の
灯
�

上
町
西
地
区
セ
ン
タ
ー
で
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
実
施

▲

三
角
公
園
か
ら
活
気
と
元
気
を
呼

び
戻
し
ま
す

元
気
な
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
提
供

心
豊
か
な
ク
リ
ス
マ
ス

あ
っ
た
か
い
ホ
ー
ル

心
豊
か
な
ク
リ
ス
マ
ス　

あ
っ
た
か
い
ホ
ー
ル

inin

▲上下堤そば、中下の米粉、
根古のホタル米など多
数品揃え

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

� �������������������������������������������������������������
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秋の三大イベント
東松島カキまつり・農業まつり・旬の市

　
　

月
7
日（
日
）、奥
松
島
運
動
公
園
で

11
東
松
島
カ
キ
ま
つ
り
、農
業
ま
つ
り
、旬
の

市
が
合
同
開
催
さ
れ
、市
内
外
か
ら
、約
4

万
5
千
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

カ
キ
ま
つ
り
で
無
料
提
供
さ
れ
た
の
は
、

焼
き
ガ
キ
が
計
1
万
個
と
カ
キ
汁
2
千
食
。

こ
の
ほ
か
に
も
、 剥 
き
カ
キ
や
殻
付
き
の

む

生
カ
キ
の
販
売
も
し
ま
し
た
。

　

農
業
ま
つ
り
で
は
、市
内
産
の
新
米
や

「 
茂  
洋 
」ブ
ラ
ン
ド
牛
肉
を
安
価
で
販
売
。

し
げ 
ひ
ろ

 
四  
季  
菜  
館 
、 菜 
っ
ち
ゃ
ん
市
場
に
よ
る
旬

し 

き 

さ
い 
か
ん 

な

の
野
菜
販
売
も
好
評
で
、「
米
粉
す
い
と

ん
」の
販
売
に
は
、多
く
の
来
場
者
が
長
い

行
列
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

▲１万個のカキを焼きました

▲新鮮な野菜販売が好評

歌が上手になったよ
大曲小 子どものための優れた舞台芸術体験事業

▲児童らに混ざり指導する関西二期会のメンバー

▲基調講演で景観づくりを語る志村准教授▲すばらしい音色と渾身の演奏を披露
　
　

月　

日（
火
）、み
や
ぎ
景
観

10

19

フ
ォ
ー
ラ
ム（
主
催：

宮
城
県
・

市
）が
、市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

志
村 
直  
愛 
東
北
芸
術
工
科
大
学

な
お 
よ
し

准
教
授
に
よ
る
基
調
講
演
の
あ
と
、

志
村
准
教
授
と
森
山 
雅  
幸 
宮
城
大

ま
さ 
ゆ
き

学
教
授
、吉
田 
國  
夫 
さ
ん（
南
五
）

く
に 

お

と
阿
部
市
長
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　

月　

日（
日
）、市
コ
ミ
ュ
ニ

10

31

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
杉
元 
太 
チ
ャ
リ

だ
い

テ
ィ
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ

れ
、来
場
者　

人
は
杉
元
さ
ん
の

282

ソ
ロ
演
奏
に
聴
き
入
り
ま
し
た
。

　

杉
元
さ
ん
は
、「
地
元
で
演
奏
を

披
露
で
き
、今
回
の
経
験
は
こ
れ

か
ら
の
人
生
の 
糧 
に
な
り
ま
す
。

か
て

皆
さ
ん
の
笑
顔
と
拍
手
が
一
番
嬉

し
か
っ
た
で
す
」と
語
り
ま
し
た
。

　

大
曲
小
学
校
で　

月　

日（
火
）、

10

19

文
化
庁
主
催「
子
ど
も
の
た
め
の

優
れ
た
舞
台
芸
術
体
験
事
業（
巡

回
公
演
事
業
）」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

事
業
に
は
児
童　

人
が
参
加
し
、

425

関
西
二
期
会（
会
員
約　

人
の
西

500

日
本
最
大
の
声
楽
家
集
団
）に
よ

る
公
演
と
歌
い
方
な
ど
の
指
導
が

行
わ
れ
、児
童
は
楽
し
そ
う
に
学

ん
で
い
ま
し
た
。

皆さんの笑顔と拍手が一番嬉しい
杉元 太 チャリティピアノコンサート

だい
魅力ある美しい風景を次世代に

みやぎ景観フォーラム

▲「 茂  洋 」ブランド牛肉も好評
しげ ひろ

▲おいしそうなカキ、いただきま～す　　
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「
み
ん
な
で
創
ろ
う　

文
化
の

和
・
輪
・
環
」を
テ
ー
マ
に
、第
6
回

ひ
が
し
ま
つ
し
ま
市
民
文
化
祭

（
同
実
行
委
員
会
主
催
）が
市
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

月　

日（
土
）、　

日（
日
）は
、

10

23

24

展
示
の
部
が
開
催
さ
れ
、絵
画
や

書
道
な
ど
の
作
品
が
並
び
ま
し

た
。　

月
3
日（
火
・
祝
）の
舞
踊
の

11

部
で
は
日
本
舞
踊
が
、6
日（
土
）

の
歌
謡
の
部
で
は
演
歌
な
ど
が
、

7
日（
日
）の
音
楽
の
部
で
は
民
謡

や
合
唱
が
披
露
さ
れ
、観
客
を
楽

し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

芸術文化に親しむ秋
第６回ひがしまつしま市民文化祭

▲大沼副市長に寄付目録を渡す夷塚功さん（右）▲オープニングでは大曲ふれ愛太鼓が演奏を披露

▲図書リサイクルには、開場前に５００人の列ができる人気

２日間まつりを開催
第３回　大曲地区民まつり

読書を楽しんでね
図書館まつり

故郷のために
 夷  塚 さんがふるさと納税
えぞ つか

　
　

月
1
日（
月
）、市
役
所
で
夷

11
塚 
功 
さ
ん
と
妻
の 
弘  
子 
さ
ん（
亀

い
さ
お 

ひ
ろ 

こ

岡
）か
ら
東
松
島
市
の
た
め
に
と
、

ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て
、1
千
万

円
の
寄
付
目
録
が
大
沼
副
市
長
に

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

夷
塚
さ
ん
は
、ふ
る
さ
と
の
た

め
に
福
祉
関
係
と
奨
学
生
貸
付
基

金
に
そ
れ
ぞ
れ　

万
円
ず
つ
役
立

500

て
て
ほ
し
い
と
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
曲
地
区
民
ま
つ
り
が
、　

月
11

　

日（
土
）〜　

日（
日
）、大
曲
市

13

14

民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
は
出
店
が
並
び
石
狩
鍋
や

地
場
産
品
・
野
菜
な
ど
を
販
売
。翌

日
は
、大
曲
小
6
年
生
の「
僕
の
夢
、

私
の
夢
か
た
り
」発
表
や
、一
般
に

よ
る
演
芸
が
披
露
さ
れ
、2
日
間

の
来
場
者
数
は
家
族
連
れ
な
ど
約

1
、１
0
0
人
と
賑
い
ま
し
た
。

　
　

月
3
日（
水
・
祝
日
）、図
書
館

11
内
と
前
の
広
場
を
会
場
に
図
書
館

ま
つ
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
に
は
約
2
千
人
が
来
場

し
、一
番
人
気
の
図
書
リ
サ
イ
ク

ル
や
大
型
紙
芝
居
、お
は
な
し
会
、

本
の
名
探
偵（
ク
イ
ズ
）な
ど
の
ほ

か
、県
民
共
済
の
協
力
で
ミ
ニ
新

幹
線
の
乗
車
も
行
わ
れ
、来
場
者

し
た
親
子
な
ど
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

▲おいしい抹茶を点てました（展示の部・茶道教室）

▲民謡への思いをこめて熱唱（音楽の部）

▲華麗な舞を披露（舞踊の部）
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国民健康保険事業に多大な貢献
石川儀一郎さん 厚生労働大臣表彰

▲阿部市長から表彰状伝達を受ける石川さん

　
　

月　

日（
日
）、第
1
回
小
野

11

14

地
域
ふ
る
さ
と
愛
あ
い
ま
つ
り

（
同
実
行
委
員
会
主
催
）が
、小
野

市
民
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、小
野

地
区
民
同
士
の
親
睦
や
日
頃
の
文

化
活
動
の
発
表
な
ど
を
目
的
に
、

初
め
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
約　

人
が
来
場
。屋
内

850

ス
テ
ー
ジ
で
は
、小
野
小
6
年
生

に
よ
る
市
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
や
鳴

瀬
一
中
3
年
生
に
よ
る
合
唱
な
ど

が
披
露
さ
れ
、屋
外
で
は
旬
の
野

菜
を
販
売
。上
下
堤
そ
ば
や
焼
き

ガ
キ
の
出
店
も
あ
り
、来
場
者
は

舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　

月　

日（
木
）、大
森 
宣  
勝 
さ

の
ぶ 
か
つ

11

11

ん（
上
町
二
）が
、石
巻
税
務
署
長

表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

大
森
さ
ん
は
、長
年
に
わ
た
り

（
社
）石
巻
法
人
会
の
役
員
と
し
て

会
の
発
展
と
と
も
に
、申
告
納
税

制
度
の
普
及
や
租
税
教
育
を
推
進

し
、納
税
意
識
の
高
揚
に
努
め
て

き
ま
し
た
。

　

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

第
2
回
カ
レ
ー
ま
つ
り
が　

月
11

　

日（
土
）、あ
っ
た
か
い
ホ
ー
ル

13を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
に
は
、約　

人
が
来
場

500

し
、出
店
し
た
8
店
舗
の
カ
レ
ー

と
チ
ケ
ッ
ト
を
交
換
。そ
れ
ぞ
れ

の
店
の
職
人
が
腕
に 
縒 
り
を
か
け

よ

た
カ
レ
ー
を 
堪  
能 
し
ま
し
た
。

た
ん 
の
う

　

早
食
い
選
手
権
な
ど
も
行
わ
れ
、

ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
　

月　

日（
木
）、石
川 
儀  
一  
郎 

ぎ 

い
ち 
ろ
う

11

11

さ
ん（
南
一
）が
、厚
生
労
働
大
臣

表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

石
川
さ
ん
は
、長
年
に
わ
た
り

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員

を
務
め
ら
れ
、ま
た
市
の
国
民
健

康
保
険
事
業
の
発
展
と
安
定
し
た

財
政
運
営
に
寄
与
さ
れ
て
き
ま
し

た
。

　

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

地域を愛する気持ちをひとつに
小野地域ふるさと愛あいまつり

　
　

月　

日（
土
）、東
松
島
市
シ

10

16

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー（
齋
藤 
壽 

じ
ゅ

 
朗 
理
事
長
）は
、「
シ
ル
バ
ー
の
日
」

ろ
う

（
毎
年　

月
第
3
土
曜
日
）事
業
と

10

し
て
、会
員
に
よ
る
清
掃
奉
仕
活

動
を
市
内
各
所
で
行
い
ま
し
た
。

　

清
掃
活
動
の
ほ
か
、シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
を
Ｐ
Ｒ
す
る
街
頭

啓
発
も
行
わ
れ
、活
動
終
了
後
に

は
、健
康
管
理
講
習
会
を
開
催
し
、

会
員
の
健
康
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

　

現
在
、市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
会
員
は　

人
。随
時
、就
労

272

へ
の
意
欲
が
あ
る
新
規
会
員
を
募

集
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

会員一丸で　清掃活動
市シルバー人材センター 「シルバーの日」事業

▲なるせコーラス愛好会による「東松島賛歌」の合唱（屋内ステージ発表）

▲シルバー人材センター会員による清掃活動（根古地区内）

各店独自のカレーはいかが
第２回カレーまつり

法人会活動と納税普及に尽力
大森宣勝さん 石巻税務署長表彰

▲カレー大食い大会に女子の部を新設 ▲石巻税務署長表彰を受賞した大森さん
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野蒜市民センターまつり（仮称）を開催

　協議会では住民アンケートを基に、５部会（総務・保健福祉・
教育文化・環境・防犯防災）で取り組みを精査し、地域全体や一
人ひとりの交流とまちづくりに対する気運を高め、その具現
化を進めていきたいと考えています。
　野蒜地区は大きく海岸部と内陸部に分かれ、海岸部は地震
や津波の災害問題など、内陸部は少子高齢化など、それぞれに
課題点も異なります。そこで、地域が一つにまとまるための住
み良い地域づくりを目指しています。特に、防犯・防災活動に
力を入れて、子ども見守り隊や青色回転灯車による防犯活動、
防災マップの独自作成と全戸配布などを実施しています。そ
のほか、教育文化として文化の香り高い野蒜地区を目指し、運
河を活用したイベントや巡回寺子屋塾。あいさつ運動や海岸
清掃など子どもたちと一緒にまちを明るく・きれいになるよ
う、誰でも気軽に行えることから実施しています。今後も、よ
り多くの皆さんに参加してもらえるように努力していきます。

動き始めた協働のまちづくり動き始めた協働のまちづくり⑰
シリーズみんな

がんばってます!

◆協働のまちづくりが本格スタートして１年が過ぎました。野蒜まちづくり協議会は昨年度を振り返り、さらに今年度

の目標に向けて協働のまちづくりに取り組んでいきます。

野蒜まちづくり協議会

住み良い野蒜地域を目指し　共働・共助で

このコーナーでは、各地域自治組織のまちづくりの取り組みをシリーズで紹介します。

今回は「野蒜地区」の取り組み状況です。

目標は野蒜地区が
一つにまとまることの具現化

　齋藤さんは、誠実で心優しく

人々の心を和ませてくれます。ま

た、まちづくりでは設立時から携

わり、常にリーダーシップを発揮

し、事業推進に取り組んでいて、頼

れる会長とのことです。

野蒜まちづくり協議会

会長　齋藤　 壽  朗 さん（東名新場）
じゅ ろう

　平成２０年の住民アンケートで大事な

ものとして、津波・地震の災害対策があ

りました。そのため、防災マップを１年

掛けて各地区別に作成しました。メン

バーは、各地区から意欲的に集まった

方々で構成され、６月１３日の「県民防災

の日」に説明会を行いながら配布しま

した。配布した防災マップは使いやす

いとか、分かりやすいよという声をい

自分たちでできることを考え 
活動していきたい

ただき、大変うれしく思います。

　地域を良くしているという気持ちを持っている人が多く、いろ

いろな意見をもらい助かっています。これからも、各地区からの協

力で進んでいけると考えています。

　自助・共助で、自分たちでできることを考え、今後も活動してい

きたいと思います。

　松の緑と海の青かがやく野蒜市民センターでは、内海

所長以下８人で生涯学習活動や地域活動を頑張ってい

ます。
　

◆地域の情報については、隔月発行の市民センターだよ

り「このゆびとまれ」と野蒜まちづくり協議会報「のび

のび 郷 」でお知らせしています。
ごう

　

■問　野蒜まちづくり協議会

　（野蒜市民センター　�８８－２０５６）

　野蒜市民センターを拠点に活動をしている各種愛好会、

サークル、教室などの団体が一堂に会して日頃の成果を

披露します。お互いに楽しみ・ふれあい・認め合い、地域を

活性化し、文化活動推進のため開催します。ぜひ、ご近所

お誘い合わせの上、ご来場ください。

■日時　平成２３年２月２０日（日）　

　　　　時間未確定　

■会場　野蒜市民センター

■内容　各種サークル・愛好会団体

　の作品展示と芸能発表　ほか

■主催　のびる市民まつり実行委員会

■問　野蒜市民センター　�８８-２０５６

▲後列左から　小野 千  春 臨時職員、山下 進 指導員、大場 真  由  美 
ち はる すすむ ま ゆ み

　指導員、安藤 順  子 主任事務員
より こ

　前列左から　佐藤 明  子 事務長、内海 和  幸 所長、佐々木 重  美 施
あき こ かず ゆき しげ み

　設管理人　　右上○囲い　菊池 恵  子 施設清掃員
けい こ

野蒜市民
センター
職員の皆
さん

防犯防災部会 庶務

石井　 典  男 さん（大塚）
のり お
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M
A
NA

-be!
M
A
NA

-be!
M
A
NA

-be!

ま
な
び
ぃ�

ま
な
び
ぃ�

ま
な
び
ぃ�

生涯学習情報コーナー�

施
設
休
館
に
つ
い
て

子
ど
も
会
活
動

お
手
伝
い
し
ま
す

〜
子
ど
も
会
育
成
会
の
皆
様
へ
〜

　

東
松
島
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
は
、左
記
の
と
お
り
年
末
年

始
は
休
館
と
な
り
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

■
休
館
日　
　

月　

日（
水
）〜

１２

２９

　

平
成　

年
１
月
３
日（
月
）

２３

■
問　

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

�　

－

６
９
６
９

８２

※
市
内
体
育
施
設
に
つ
い
て
は
、

次
ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い
。

平
成　

年
成
人
式
開
催

２３

　

東
松
島
市
で
は
、新
成
人
の
皆

さ
ん
の
門
出
を
祝
い「
平
成　

年
２３

成
人
式
」を
開
催
し
ま
す
。

　

市
外
に
転
居
さ
れ
た
方
で
連
絡

の
な
い
方
に
は
ご
案
内
が
届
き
ま

せ
ん
の
で
、お
手
数
で
も
生
涯
学

習
課
社
会
教
育
班（
市
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
）ま
で
連
絡
く

だ
さ
い
。（
家
族
か
ら
の
連
絡
で
も

構
い
ま
せ
ん
）

■
日
時　

平
成　

年
１
月
９
日

２３

（
日
）　

時　

分
〜　

受
付
開
始

１２

３０

　
　

時
〜　

開
式

１３
■
会
場　

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

■
対
象
者　

平
成
２
年
４
月
２
日

〜
平
成
３
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
方

■
問　

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
班

　

�
内
線
３
２
０
３

募

集

　

放
送
大
学
で
は
平
成　

年
度
第

２３

１
学
期（
４
月
入
学
）の
学
生
を
募

集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
、テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
の
放
送
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

し
て
学
ぶ
遠
隔
教
育
の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文

学
・
自
然
科
学
な
ど
、幅
広
い
分
野

を
学
べ
ま
す
。

　

無
料
で
資
料
を
差
し
上
げ
て
い

ま
す
の
で
、左
記
ま
で
気
軽
に
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

※
放
送
大
学
で
は
、平
成　

年　
２３

１０

月
か
ら
Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
に
よ
る

授
業
の
放
送
を
開
始
予
定（
現

在
の
Ｃ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
に
よ
る
授

放
送
大
学
4
月
生
募
集

業
の
放
送
は
、平
成　

年
３
月

２４

末
終
了
予
定
）

■
出
願
期
間　

平
成　

年
２
月　

２３

２８

日（
月
）ま
で

■
問　

放
送
大
学
宮
城
学
習
セ
ン

タ
ー

　

�　

－

　

－

０
６
５
１

０２２

２２４

　

放
送
大
学
Ｈ
Ｐ

h
ttp
://w

w
w
.o
u
j.a
c.jp
/

宮
城
い
き
い
き
学
園

平
成　

年
度
４
月
生
募
集

２３

　

学
習
や
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動

を
通
し
て
、明
る
く
楽
し
い
充
実

し
た
学
園
生
活
を
体
験
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

■
募
集
校　

仙
南
、大
崎
、石
巻
、

気
仙
沼
・
本
吉
、登
米
・
栗
原　

５
校

■
応
募
資
格　

県
内
に
居
住
す
る

お
お
む
ね　

歳
以
上
の
方
で
、

６０

健
康
で
学
習
意
欲
が
あ
り
２
年

間
継
続
し
て
受
講
可
能
な
方

※
卒
業
さ
れ
た
方
の
再
入
学
は
で

き
ま
せ
ん
。

■
受
講
料

　

入
学
金　

５
、０
０
０
円

　

年
間
受
講
料 

２
０
、０
０
０
円

■
定
員　
　

人（
定
員
を
超
え
た

４０

場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
）

■
申
し
込
み
方
法　

申
込
書
に
記

入
の
上
応
募
し
て
く
だ
さ
い

※
申
込
書
は
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
に
も
備
え
付
け
て
あ
り

ま
す
。

■
締
め
切
り　

平
成　

年
１
月　

２３

３１

日（
月
）必
着

※
詳
細
は
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
・
申
し
込
み　

宮
城
県
社
会

福
祉
協
議
会　

い
き
が
い
健
康
課

　

�　

－

　

－

８
４
７
７

０２２

２２５

　

東
松
島
市
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー

サ
ー
ク
ル『
た
か
の
こ
』は
、子
ど

も
会
活
動
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　

中
・
高
校
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

メ
ン
バ
ー
が
子
ど
も
た
ち
の
心
を

し
っ
か
り
つ
か
み
、活
動
を
一
層

盛
り
上
げ
ま
す
。冬
休
み
中
の
子

ど
も
会
活
動（
ク
リ
ス
マ
ス
会
や

年
末
年
始
の
行
事
）な
ど
に
も

ば
っ
ち
り
。

　

ぜ
ひ
、ご
活
用
く
だ
さ
い
。ま
ず

は
左
記
ま
で
気
軽
に
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
・
申
し
込
み　

生
涯
学
習
課

社
会
教
育
班

　

�
内
線
３
２
０
３

　この講座は、東松島市職員や市民の方が講師となり、皆さんの

元へ出向いて行う出前講座です。

　本年度は、５５のメニューを用意してみなさんの申込をお待ち

しています。メニュー以外でも調整がつけば出前可能ですので、

ぜひ相談ください。

■時間　９時～２１時の間で１回２時間以内

■会場　申込者でご用意ください（施設によ

り有料の場合があります）

■対象　おおむね１０人以上の団体・グループ

■受講料　無料（ただし、材料費がかかる場合

は実費となります）

■問・申し込み　生涯学習課社会教育班（市コ

ミュニティセンター内）�内線３２０１～３２０３

お
知
ら
せ
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MANA-be!　まなびぃ

12月12日

　　第44回やもとクロスカントリー大会

鷹来の森運動公園

市内体育施設で行われる
スポーツイベント

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、皆
さ

ん
か
ら
の
生
涯
学
習
情
報
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。掲
載
し
て

ほ
し
い
情
報（
一
般
市
民
向
け
）

が
あ
れ
ば
、連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問　

生
涯
学
習
課
社
会
教
育

班　

�
内
線
３
２
０
３

▲講師の佐藤貞勝さん

　
　

月　

日（
火
）、市
コ
ミ
ュ
ニ

１０

２６

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、家
庭

教
育
学
級
開
講
式
お
よ
び
第
１
回

合
同
学
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
の
佐
藤
貞
勝
さ
ん
は
元
秋

田
県
職
員
。「
時
の
間（
は
ざ
ま
）で

〜
や
さ
し
さ
に
ふ
れ
あ
う
ひ
と
と

き
〜
」と
題
し
た
ト
ー
ク
＆
ラ
イ

ブ
形
式
で
講
話
は
進
み
ま
し
た
。

佐
藤
さ
ん
が
奏
で
る
ギ
タ
ー
と
歌

声
、そ
し
て
秋
田
弁
で
語
ら
れ
る

お
話
に
、参
加
者
一
同
笑
い
あ
り
、

涙
あ
り
の
心
温
ま
る
学
習
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

生
涯
学
習
課
で
は
、引
き
続
き

受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。対

象
は
市
内
の
小
・
中
学
生
の
親（
保

護
者
）・
ご
家
族
の
方
で
す
。

　

詳
し
く
は
左
記
ま
で
問
合
せ
・

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
・
申
し
込
み　

生
涯
学
習
課

社
会
教
育
班

　

�
内
線
３
２
０
３

内　　　　　容使用禁止期間施　設　名

体育館内のフロアーコーティング

作業のため、全面使用禁止

平成２２年１２月８日

～平成２３年１月１８日まで

奥松島体育館

アリーナ

グランド整備表層工事のため、

使用禁止

平成２２年１２月１日

　～平成２３年３月３１日まで

奥松島運動公園

野球場

改修工事のため、全面使用禁止
平成２２年１２月

～平成２３年３月まで

奥松島運動公園

テニスコート

改修工事等による市内体育施設の使用禁止について
　改修工事などにより一部の市内体育施設が使用禁止になります。使用が禁止にな

る施設と使用禁止期間については、下記の表を参照ください。

　利用者の皆さんには大変ご迷惑おかけしますが、ご了承願います。

年末年始の体育施設利用について

○市内体育施設の休館・休園日

　１２月２７日（月）～平成２３年１月４日（火）

○市内小中学校運動施設

　１２月１９日（日）～平成２３年１月１１日（火）

平
成　

年
度

２２

東
松
島
市
家
庭
教
育
学
級

　年末年始における市内社会体育施設と市内小・中学校体育施設の休館・休園日は、

次のとおりです。

■問　生涯学習課スポーツ振興班　�８２-９０３０
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広告

ゆぷと通信東松島市
健康増進センター

　早いもので、今年も残すところあと１カ月となりました。そろそろ忘年会などで、飲食の

機会が増える時期でもあります。溜め込む前に、ゆぷとで身体を動かし、エネルギーを消費

できる身体にしていきましょう。

【営業時間】平日／１０時～２２時　土日祝／１０時～２１時

【休 館 日】毎週木曜日（祝日の場合翌日）

※プール・トレーニングジムの利用は、閉館３０分前ま

でとなります。

【問】　�８４－３８５５

『ゆぷと』って、何があるの?『ゆぷと』って、何があるの?
シリーズ⑨シリーズ⑨　トレーニングジムトレーニングジムそのその33

　今回は、『筋トレマシン』を紹介します。ゆぷとには、筋トレ

のマシンが計１５台、１㎏～10㎏のダンベルがあります。

　これらのマシンは、文字通り、筋力をＵＰさせるためのマ

スタッフ紹介

　清掃を担当しております佐藤で

す。１度ゆぷとにいらしてみませ

んか。皆さんが心地よく過ごせる

ように一生懸命頑張っております。

見かけましたら、お声をかけてく

ださい。
佐藤 佐  喜  子 さん

さ き こ

　１２月２９日（水）まで通常営業します。

　１２月３０日（木）・３１日（金）・１月１日（土）　休館

　１月２日（日）より通常営業します。年末年始も多くの皆

さんのご利用を、スタッフ一同お待ちしています。

※１２月２３日（木）は、祝日のため本来は営業日となりますが、

休館とさせていただきます。ただし、翌２４日（金）は、通常

どおり営業しますので、ご利用ください。

年末年始における営業日のお知らせ年末年始における営業日のお知らせ

シンです。筋肉がつくと、嫌

と思われる方もいるかも知

れませんが、そんな事はあ

りません。筋肉の量が増え

る事によって、『基礎代謝

量』が増えます。基礎代謝と

は、何もしなくても、消費し

てゆくカロリーの事です。

すなわち、筋肉の量が多け

れば、何もしなくても、たく

冬休み短期水泳教室のお知らせ

　当日の利用者全員に、『次回使える入館優待券』を差し上

げます。多くの皆さんのお越しをお待ちしています。

　優待券＝１００円（入湯税のみ）で利用できます。

Training gym

さんのカロリーを消費してくれることになります。そこに、

先月号で紹介した有酸素運動を行い、脂肪を燃焼させるこ

とで、シェイプアップ効果も期待できます。また、これらの

マシンは、正しい使い方をすることで、目的の筋肉を確実に

鍛えることができます。使用法については、スタッフが常駐

していますので、気軽に声をかけてください。

小　　学　　生幼　　　　　児コース

12月22日(水)、24日(金)、25日（土)、
26日(日)、27日(月)、2８日(火)

12月4日(土)、11日(土)、18日（土)日　　時

13時～14時30分14時～15時時　　間

小学生３歳半～６歳（幼児）対　　象

40人20人定　　員

会員　5,000円(税込)
一般　7,000円(税込)

会員　2,500円(税込)
一般　3,500円(税込)

参 加 費

12月18日(土)12月1日(水)締め切り

申込書に必要事項を記入の上、参加費を添えてゆぷとフロ
ントにて申し込みください

申し込み

１２月２４日（金）・２５日（土） クリスマスはゆぷとへ行こう１２月２４日（金）・２５日（土）　クリスマスはゆぷとへ行こう

※詳しくは、ゆぷとまで問い合わせください。
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年
末
年
始
の

　
　
　
　

ご
み
収
集

　

年
末
年
始
に
大
掃
除
を
計
画
さ

れ
て
い
る
ご
家
庭
も
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。捨
て
る
前
に

「
ま
だ
使
え
る
の
で
は
な
い
か
」

「
必
要
と
し
て
い
る
人
は
い
な
い

か
」検
討
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
れ
で
も
処
理
を
お
考
え
の
と

き
は
、分
別
の
徹
底
に
努
め
ま

し
ょ
う
。『
混
ぜ
れ
ば
ご
み　

分
け

れ
ば
資
源
』で
す
。

●
可
燃
ご
み
臨
時
収
集
日

月
･
木
曜
収
集
地
区　
　

月　
12

30

日（
木
）

年
末
年
始
の
し
尿

汲
み
取
り
は
お
早
め
に

　

年
末
年
始
は
、し
尿
汲
取
業
者

へ
の
申
し
込
み
が
殺
到
し
ま
す
の

で
、余
裕
を
も
っ
て
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

粗
大
ご
み
直
接
搬
入
の

土
･
日
曜
日
受
け
入
れ

試
行
に
つ
い
て

　

粗
大
ご
み
の
処
理
は
、２
つ
の

方
法（
戸
別
収
集
･
直
接
搬
入
）が

あ
り
、受
付
は
鳴
瀬
一
般
廃
棄
物

最
終
処
分
場
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
う
ち
直
接
搬
入
は
、平
日

９
時
か
ら　

時
ま
で
受
け
入
れ
し

16

て
い
ま
す
が
、平
日
に
粗
大
ご
み

の
直
接
搬
入
が
で
き
な
い
方
の
た

め
に
、試
行
的
に
土
･
日
曜
日
に

も
直
接
搬
入
を
受
け
入
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

■
受
入
日　
　

月　

日（
土
）･　

12

25

26

日（
日
）の
2
日
間

■
申
し
込
み　

鳴
瀬
一
般
廃
棄
物

最
終
処
分
場

　

�　
－

2
8
3
7

87

レ
ジ
袋
の

　
　
　

使
用
削
減
を

　

ご
み
減
量
の
第
一
歩
は
、ご
み

に
な
る
物
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と

で
す
。

　

市
内
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
も
レ
ジ

袋
を
有
償
で
提
供
し
、レ
ジ
袋
の

使
用
削
減
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

買
い
物
の
時
に
は
、マ
イ
バ
ッ
ク

を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

悪
質
！

可
燃
ご
み
収
集
中
に

「
空
き
缶
」
が
混
入
し
た

袋
を
発
見

　

空
き
缶
は
、資
源
ご
み
の
収
集

に
出
す
の
が
ル
ー
ル
で
す
が
、左

の
写
真
の
よ
う
に
可
燃
ご
み
収
集

の
日
に
わ
ざ
わ
ざ
空
き
缶
を
袋
に

入
れ
、そ
れ
を
新
聞
紙
で
覆
い
隠

し
、外
か
ら
見
た
だ
け
で
は
分
か

ら
な
い
よ
う
に
し
て
集
積
所
に
出

さ
れ
た
物
が
あ
り
ま
し
た
。

　

空
き
缶
は
資
源
ご
み
で
す
。定

め
ら
れ
た
曜
日
に
出
す
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。ま
た
、収
集
日
ま
で

待
て
な
い
場
合
は
、環
境
課
ま
で

相
談
く
だ
さ
い
。

■
問　

環
境
課
環
境
班

　

�
内
線
1
1
5
1

▲可燃ごみに空き缶が

▲新聞紙で隠された空き缶

動物フェスティバル
　石巻獣医師会主催の動物フェスティバル

が開催されます。

●日　時　12月12日（日）　13時～16時

●会　場　石巻文化センター（石巻市南浜町）

●入場料　無料

●内　容

第１部　講演「犬の老いじたく」

講師　（社）日本動物病院福祉協会認定

ドックトレーニングインストラクチャー

ジャパンケンネルクラブ

公認訓練士　中塚圭子さん

第２部　ビックバンド演奏「ＩＲＢジャ

ズオーケストラ＆尺八｣

第３部　お楽しみ抽選

会（地場産品）

■問　早坂動物病院

　（赤井）　�84-1622

平成22年度　年末年始のごみ収集カレンダー

1月12月月・日・曜日

各種ごみ

7654321313029282726252423222120

金木水火月日土金木水火月日土金木水火月

○××☆×○○○可燃［月・木］

○○××××○○○可燃［火・金］

○×××××○容器包装プラ［水］

○○○××××○○○○○○資源［月･火･木･金］

○×××××○粗大戸別［水］

○○○○××××○○☆☆○×○○○粗大［直接搬入］

臨時収集日☆

凡　例 通常収集日○

休　業　日×

○可燃ごみ（月･木地区）の収集についてのみ、12月30日（木）を臨時
収集日とします。

○粗大ごみ直接搬入については、12月25日（土）･12月26日（日）を臨
時収集日とします。

○資源ごみの収集については、12月29日～1月3日までの収集は休み、
通常どおりの地区及び曜日で収集しますので、ご注意願います。

【注意】 
　各種ごみ（粗大ごみを除く）は、収集日の朝8時までに、地区の集積
所に出すことになっています｡朝8時以降（収集後）に出されたごみは、
次の収集日まで収集しませんので、必ずルールを守ってください。
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■□ 健康相談・予防接種のお知らせ □■

※予防接種の対象者には、 事前に予診票を送付します。予診票が届かない方や転入された方は連絡ください。

※乳幼児の健康診査の日程は、生涯学習カレンダーまたは個人通知をご覧ください。

■問　健康推進課健康推進班　�内線3102・3110

会　　　場受付時間実施月日対　　象　　者行　　事

矢本保健相談センター

９：５０～１０：００
１２月６日（月）
１２月２０日（月）

妊娠された方母 子 健 康 手 帳 交 付

９：３０～１１：３０１２月１４日（火）妊産婦および乳幼児とその保護者の方妊産婦・子どもの健康相談

１３：００～１３：３０１２月７日（火）平成２２年４月～６月生　２回目
三 種 混 合 予 防 接 種

１３：００～１３：３０１月７日（金）平成２２年４月～６月生　３回目

１３：００～１３：３０１２月８日（水）平成１６年１０月～１２月生　第２期麻しん風しん混合予防接種

１３：００～１３：３０１２月１７日（金）平成２２年８月２０日～９月２２日生B C G 予 防 接 種

９：００～９：２０１２月１６日（木）平成２２年５月生７ カ 月 児 健 康 相 談

１３：００～１３：２０１２月１６日（木）平成２２年２月生１０ カ 月 児 健 康 相 談

　矢本地区の乳がん検診を下記の日程で実施しています。

　まだ､ 申し込みをしていない方で受診を希望される方

は､早めに申し込みください｡

会場対象地区（矢本地区）受付時間実施月日

矢
本
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

横沼二･貝殻塚一８：００～８：３０
１２月１日
（水）

筒場･高田９：３０～１０：００

貝殻塚二･上浜一･下浜一１２：００～１２：３０

上浜二･上浜三･下浜二･照井８：００～８：３０
１２月２日
（木）

御下･中東･寺･八幡９：３０～１０：００

六槍･裏･横関･南一１２：００～１２：３０

南二･南三･新川前８：００～８：３０
１２月３日
（金）

南六･南緑９：３０～１０：００

南四･南五･小分木･裏二１２：００～１２：３０

南新一･柳北８：００～８：３０
１２月４日
（土）

南新二９：３０～１０：００

柳上･柳下１２：００～１２：３０

柳西･塩入･表８：００～８：３０
１２月６日
（月）

中９：３０～１０：００

大島･裏一１２：００～１２：３０

■問　健康推進課健康推進班　�内線 3110

■□ 　　　　 　　　　 　　　□■乳がん検診実施日程のお知らせ (矢本地区 )

感染予防には、まず、インフルエンザに罹らないようにす

ることが大切です。

【自分でできる予防】

・帰宅したら、積極的にうがい、手洗いを行いましょう。

（身近な予防が大切です。）

・外出時には、マスクを着用し、人ごみはなるべく避けま

しょう。

・睡眠など休養を十分にとり、栄養に気を配りましょう。

【咳エチケットを心がけましょう】

・咳やくしゃみが出るときには、他人にうつさないため

のエチケットです。

・咳やくしゃみが出る場合は、マスクをつけましょう。

・マスクがない場合、咳、くしゃみが出るときはティッ

シュなどで口と鼻を押さえ、他人から顔を背けましょ

う。

・咳やくしゃみを押さえた手、

鼻をかんだ手はすぐに石鹸で

洗いましょう。

・みなさんで、インフルエンザ

の感染と拡大の防止に努めま

しょう。

■問　健康推進課健康推進班

　�内線３１０２・３１１０

■□ 　　　　 　　　　 　　　□■インフルエンザの感染を予防しましょう
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■□ 　　　　 　　　　 　　　□■子どもの心理相談会

　移動献血車がきます。皆さんのご協
力をお願いします。
■日時　１２月１２日（日）　
　１０時～１２時／１３時～１６時３０分
■会場　ヨークベニマル矢本店
※献血は、１６・１７歳の方は２００cc献血、
　１８歳以上の方は４００cc献血です。
■問　健康推進課健康推進班
　�内線３１１０

　子育ての心配事や反抗期への対応、

しつけの仕方などについて、心理カウン

セラーによる個別相談を行います。

　気軽に相談ください。

■相談日　１２月１７日（金）　１３時～

　（各５０分ずつ）

■会場　矢本保健相談センター

■担当カウンセラー　今野 広  子 先生
ひろ こ

■締め切り　１２月１０日（金）まで電話で

申し込みください

■問　健康推進課健康指導班

　�内線３１０６

　私が小学校に入学したのは、学校給食法が施行さ

れた昭和２９年でした。当時の給食は、「コッペパン・脱

脂粉乳のミルク・おかず」をアルマイトの食器で食べ

ました。当時のミルクは、「まずい」と飲まない友達もいましたが、私自身は大

好きで２杯目が飲めるときは、心の中でニコッとしたものでした。休んだ友達

には、コッペパンをわら半紙に包み家まで届けて、学校でのその日の出来事を

話したこともありました。

　病院栄養士として勤務していた頃は、先輩から「人間には衣食住が欠かせな

いもので、衣は一代・住は二代・食は三代で食事は大切だよ」と教わりました。

現在、勤務する老人ホームには長寿の方が多く、園の人気メニューは刺身・寿

司・煮もの・天ぷら・お浸し・炊き込みご飯です。これらの人気メニューの日は、

いつもより笑顔があふれます。「天ぷらを揚げた油は野菜炒めに利用するとい

いよ」と教えてくれたのは１０１歳の方でした。先人の言葉には「三里四方」の食

材を食卓にのせるといいと言われます。東松島市は、「海のもの・里（畑）のも

の」の地場産品が豊富で、いつもそれをいただけることに幸せを感じています。

　ここで、東松島市栄養士会を紹介させていただきます。会員は３９人で、乳幼

児から病院・学校・福祉・事業所・在宅とライフ

ステージ全てにかかわる職種のひとつです。

先日も健康増進センター「ゆぷと」でおこなわ

れた「健康福祉まつり」にも栄養相談などで参

加しました。

　皆さんの健康づくりに、一人ひとりが笑顔

で楽しい食事がいつまでもできるようにお手

伝いをしていきたいと思います。

　次は、さつき園の佐藤 恵  子 さんです。
けい こ

ス
ト
ッ
プ
！
自
殺

　

リ
ス
ト
ラ
や
不
況
な
ど
に
よ
り

職
を
失
っ
た
り
、働
き
た
い
け
ど

仕
事
が
見
つ
か
ら
ず
就
職
で
き
な

い
と
い
う
場
合
や
、挫
折
感
や
家

族
・
友
人
か
ら
の
孤
立
感
、将
来
へ

の
不
安
や
焦
り
な
ど
か
ら
心
理
的

に
不
安
定
に
な
り
、う
つ
病
な
ど

こ
こ
ろ
の
病
気
を
ひ
き
お
こ
し
ま

す
。悩
み
の
は
け
口
に
飲
酒
を
繰

り
返
し
、ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
を

招
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、生
活
苦
か
ら
借
金
を
重

ね
、追
い
こ
ま
れ
た
末
、自
殺
に
至

る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。借
金
の

理
由
と
し
て
は
生
活
費
の
捻
出
、

事
業
の
運
転
資
金
、ギ
ャ
ン
ブ
ル

な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。最
初
は
返

せ
る
範
囲
の
借
金
が
徐
々
に
増
え
、

返
済
で
き
な
い
ほ
ど
多
額
に
な
り

精
神
的
に
追
い
込
ま
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、借
金
や
多
重
債
務
に

は
解
決
方
法
が
あ
り
ま
す
。借
金

を
抱
え
、一
人
で
悩
み
、死
を
考
え

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

悩
み
の
解
決
に
向
け
て

①
法
律
家
や
司
法
書
士
な
ど
の
専

門
家
、相
談
機
関
に
相
談
す
る

②
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
就
職
支
援

経
済
問
題
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

■□ 　　　　 　　　　 　　　□■献血にご協力ください

▲東松島市栄養士会のみなさん

機
関
を
活
用
す
る

③
ア
ル
コ
ー
ル
、ギ
ャ
ン
ブ
ル
や

買
物
な
ど
が
や
め
ら
れ
な
い
時

は
、専
門
医
の
受
診
や
福
祉
課

の
心
の
健
康
相
談
を
利
用
す
る

④
強
い
不
安
や
気
分
の
落
ち
込
み

が
続
く
な
ど
う
つ
病
が
疑
わ
れ

る
場
合
、専
門
医
の
受
診
や
福

祉
課
の
心
の
健
康
相
談
を
利
用

す
る

⑤
本
人
が
拒
否
す
る
と
き
は
、家

族
な
ど
身
近
な
人
だ
け
で
も
受

診
、ま
た
は
相
談
窓
口
を
利
用

す
る

■
問　

福
祉
課
障
害
福
祉
班

　

�
内
線
１
１
７
５
・
１
１
７
６
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○
作
品
評

北
里
大
学
客
員
教
授（
医
学
博
士
）

梅
内　

拓
生

○
作
品

■
作
者　

匿
名
希
望　

 

　

歳
女
性

６７

〈
作
品
〉※
４
作
品
を
３
つ
の
題
目

に
分
け
て
み
ま
し
た
。

（
声
か
け
）

・
名
も
し
ら
ぬ　

過
ぎ
の
お
じ
い

８０

さ
ん　

声
か
け
あ
っ
て
歩
く
運

動
評　

施
設
で
は
数
人
が
グ
ル
ー
プ

に
な
っ
て
歩
い
た
り
体
操
を
し
た

り
、い
ろ
い
ろ
な
運
動
を
し
て
い

る
の
で
す
ね
。お
互
い
に
声
を
か

け
合
っ
て
歩
く
運
動
を
す
る
と
歩

行
運
動
に
リ
ズ
ム
が
出
て
き
て
楽

し
く
な
る
情
景
が
浮
か
ん
で
き
ま

す
。（
声
か
け
）で
人
と
の
つ
な
が

り
が
始
ま
り
ま
す
ね
。

 

梅
内　

拓
生

（
別
れ
の
言
葉
）

・
部
屋
が
え
で
逢
え
な
く
な
る
と

伝
え
た
る　

「
頑
張
っ
て
ね
」と
別

れ
の
言
葉

評　

部
屋
が
え
の
た
め
親
し
く

な
っ
た
人
と
別
れ
て
別
の
部
屋
に

移
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。お
互
い
の

身
を
案
じ
て
別
れ
の
言
葉
を
交
わ

し
た
の
で
す
ね
。「
お
元
気
で
」、

「
頑
張
っ
て
」、「
ま
た
よ
ろ
し
く
」、

い
ろ
い
ろ
な（
別
れ
の
言
葉
）が
あ

り
ま
す
ね
。

 

梅
内　

拓
生

（
合
図
）

・
食
事
は
一
緒
の
ホ
ー
ル
な
り
手

を
振
れ
ば　

む
こ
う
も
笑
顔
で

手
を
振
り
か
え
す

・
朝
昼
晩
の
二
人
の
出
合
う
食
事

時　

か
わ
す
笑
顔
の
手
を
振
る

合
図

評　

施
設
の
食
事
時
に
は
別
の
部

屋
に
住
ん
で
い
る
仲
間
も
食
堂
で

一
緒
に
顔
を
合
わ
せ
ま
す
ね
。向

こ
う
の
テ
ー
ブ
ル
に
い
る
人
に
は

手
を
振
っ
て
あ
い
さ
つ
す
る
と
向

言
葉
つ
な
ぎ
と
は
、日
常
で
の
経
験
や
思
い
を
俳
句
や
川
柳
の
よ
う

に
五
七
五
の
形
を
基
本
に
自
由
な
詩
の
作
品
に
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
言
葉
つ
な
ぎ
に
よ
り
、人
と
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
や
心
の
ケ
ア
・
脳
活
性
化
・
老
化
防
止
の
一
助
に
な
る
よ

う
、皆
さ
ん
に
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　今回から３回にわたり生活習慣病の重症化についてお知らせします。１回目は「糖尿病」です。

　生活習慣病のひとつである糖尿病は、みなさんもご存知のとおり、血糖値が高い状態が続く

病態です。本来ならば体内に吸収され細胞に行き届きエネルギーとして消費される糖ですが、

消費されない糖がじわじわと血管を傷つけ、最終的に尿中にあふれ出します。一般に尿検査で

糖（＋）となる場合は、体の中では血糖値が２００ｍｇ/dl（HbA1c6.5̃6.9）以上で、血糖値の正常

値は１０９ｍｇ/dl（HbA1c5.2）以下です。尿に糖が出る時点で“糖尿病の重症化”はかなり進行

しています。

　重症化するのが怖いのは合併症を併発することで、命に関わる重大な病気に発展するから

です。動脈硬化から始まる糖尿病性の網膜症、腎症、足病変の３大合併症で、全国で年間３，０００

人が失明している現状があります。

　そこで、予防ですが、シンプルに「適正体重を保つこと」です。おいしいものが多い季節です

が、冬は体温を保とうとするため基礎代謝が上がります。寒い季節に体を動かしエネルギーを

消費しましょう。・・・腹八分目と運動ですよ！

■問　健康推進課健康指導班　�内線３１０４

〔生活習慣病の重症化について① 糖尿病についての解説と予防〕

　春先、けがをして地域の

皆さんに「お大事にね」と声

をかけてもらいました。保

健師も心身とも健康あって

の「健康づくりサポーター」

だとしみじみ感じました。

これからも、健康づくりの

手伝いをさせてくださいね。

 尾  梶   由  紀 保健師
お かじ ゆ き

言
葉
つ
な
ぎ
と
心
の
ケ
ア

こ
う
も
笑
顔
で
手
を
振
っ
て
あ
い

さ
つ
を
返
す
の
で
す
ね
。ほ
ほ
え

ま
し
い
情
景
で
す
ね
。

 

梅
内　

拓
生

総
評　

「
お
は
よ
う
」、「
良
い
お
天

気
で
」、「
こ
ん
に
ち
は
」、「
こ
ん
ば
ん

は
」、声
か
け
の
挨
拶
は
い
ろ
い
ろ
あ

り
ま
す
。こ
の
声
か
け
に
よ
っ
て
お
互

い
の
気
持
ち
が
通
じ
合
い
、関
係
が

な
め
ら
か
に
な
り
ま
す
。こ
の
詠
作

者
は「
話
し
こ
と
ば
」と「
身
ぶ
り
こ

と
ば
」で
交
わ
さ
れ
て
い
る
仲
間
の

気
持
ち
を「
書
き
こ
と
ば
」に
詠
ん

で
、（
声
か
け
）、（
別
れ
の
言
葉
）、

（
合
図
）の
作
品
と
し
て「
言
葉
つ
な

ぎ
」を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え

ま
す
。「
会
う
」、「
合
う
」、「
逢
う
」、

「
遭
う
」、「
遇
う
」、い
ろ
い
ろ
な「
書

き
こ
と
ば
」の
世
界
が
広
が
っ
て
き

ま
す
。詠
ん
で
、「
言
葉
つ
な
ぎ
」を

深
く
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

 

梅
内　

拓
生

作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

皆
さ
ん
か
ら
の
作
品
応
募
を
、

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
対
象　

東
松
島
市
民

■
内
容　

日
頃
、感
じ
て
い
る
こ

と
や
思
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
自

由
に
表
現
し
て
く
だ
さ
い

■
応
募
方
法　

用
紙
に
作
品（
何

点
で
も
可
）・
住
所
・
氏
名
・
連
絡

先
を
明
記
の
上
、応
募
く
だ
さ
い

■
掲
載
基
準　

毎
月
数
点

■
問
・
応
募
先　

健
康
推
進
課
健

康
指
導
班　

�
内
線
３
１
０
１



市報ひがしまつしま　12月号31
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広告

　国民年金保険料は、所得税および住民税の申告において

全額が社会保険料控除の対象となります。その年の1月1日

から12月31日までに納付した保険料が対象です。

　この社会保険料控除を受けるためには、支払ったことを

証明する書類の添付が義務付けられています。

　このため、平成22年1月1日から9月30日までの間に国民

年金保険料を納付された方については、｢社会保険料（国民

年金保険料）控除証明書｣が11月上旬に日本年金機構本部

から送付されています。

　また、10月１日から12月31日までの間に今年はじめて

国民年金保険料を納付された方については、来年の１月下

旬に送付されますので、年末調整や確定申告の際には必ず

この証明書（または領収証書）を添付してください。

国 民 ね ん き ん だ よ り

○非自発的失業（離職）により職場の健康保険を脱退し、国

民健康保険へ加入する方の国民健康保険税について、失

業（離職）から一定の期間、前年の給与所得を30/100と

して算定し賦課することにより、国民健康保険税を減免

します。ただし、世帯に属するその他の被保険者の所得は

通常の額を用います。

○対象者について

　雇用保険の特定受給資格者及び特定理由離職者を対象

とします。

　次のすべての条件を満たす方が対象です。

１ 平成21年3月31日以降に失業した方

２ 失業時点で65歳未満の方

３ 雇用保険の特定受給資格者または特定理由離職者

非自発的失業(離職)者の方は国民健康保険税が軽減されます

○ 確認方法

｢雇用保険受給資格

者証｣（本人所持）に

よる確認とし、｢離職

年月日　理由｣欄の

理由コ－ドが表のコ

－ドであれば、対象

となります。　

○申請は、｢雇用保険受

　なお、ご家族の国民年金保

険料を納付された場合も、ご

本人の社会保険料控除に加え

ることができますので、ご家族

あてに送られた控除証明書を

添付のうえ申告してください。

　｢社会保険料（国民年金保険

料）控除証明書｣についてのご

照会は、控除証明書のはがき

に表示されている年金事務所へお問い合わせください。

■問　石巻年金事務所　�22－5117

　日本年金機構　控除証明書専用ダイヤル

　�0570－070－117

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が発行されます「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が発行されます
～～年末調整･確定申告まで大切に保管を～～～～年末調整･確定申告まで大切に保管を～～

対象となる
理由コ－ド

対　象　者

11、12、21、
22、31、32

特定受給資格者（倒産解
雇等事業主の都合等に
より離職した方）

23、33、34
特定理由離職者（解雇期
間満了などにより離職
した方）

給資格者証｣と印鑑を持参のうえ市役所保険年金班で申

請してください。

　■問　市民課保険年金班　�内線1119
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測
、お
母
さ
ん
の
健
康
相
談
、育

児
相
談
に
従
事

■
資
格　

保
健
師
・
助
産
師
・
看
護

師
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
す
る

方
■
募
集
期
間　
　

月
１
日（
水
）〜

12

　

日（
水
）

15
■
募
集
人
員　

1
人

■
委
託
期
間　
　

月
〜
平
成　

年

12

23

３
月

■
委
託
料
金　

１
件
4
、0
0
0
円

※
交
通
費
含
む

■
問
･
申
し
込
み　

健
康
推
進
課

健
康
指
導
班  
�
内
線
3
1
0
1

河
川
区
域
内
の
樹
木
伐
採

希
望
者
募
集

　

北
上
川
下
流
河
川
事
務
所
で
は
、

管
理
河
川
区
域
内（
河
川
敷
等
）に

繁
茂
す
る
樹
木
の
伐
採
に
協
力
で

き
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

■
内
容　

応
募
１
件
あ
た
り
１
区

域（　

ｍ
×　

ｍ
程
度
）内
と
し
、

２０

２０

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

■
場
所　

北
上
川
下
流
河
川
事
務

所
が
管
理
す
る
河
川　

北
上

川
・
旧
北
上
川
・
江
合
川
・
鳴
瀬

川
・
吉
田
川
の
河
川
区
域
内

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
資
格　

募
集
区
域
近
隣
に
在
住

勤
務
し
て
い
る
個
人
・
法
人
な

ど
で
、伐
採
木
を
自
家
消
費
さ

れ
る
方

■
募
集
期
間　
　

月
１
日（
水
）〜

１２

平
成　

年
１
月　

日（
水
）

２３

１２

■
伐
採
期
間　

平
成　

年
２
月
中

２３

　
　
　
 
募　

集

　
　
　

お
知
ら
せ

■
申
込
期
間　
　

月
１
日（
水
）〜

１２

　

日（
金
）

１０
■
申
込
方
法　

建
設
課
に
申
込
用

紙
が
あ
り
ま
す
。詳
細
は
申
込

用
紙
を
ご
覧
下
さ
い
。応
募
多

数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

■
問
・
申
し
込
み　

建
設
課
建
設

住
宅
班　

　

�
内
線
２
２
２
３
・
２
２
２
４

新
生
児
訪
問
委
託
看
護
職

員
募
集

■
勤
務
内
容　

新
生
児
訪
問（
業

務
委
託
）、赤
ち
ゃ
ん
の
身
体
計

平
成　

年
版
み
や
ぎ
手
帳
販
売

２３

　

み
や
ぎ
手
帳
を
企
画
政
策
課
と

鳴
瀬
総
合
支
所
で
販
売
し
ま
す
。

■
販
売
額　

１
冊　

円
５００

■
申
し
込
み　
　

月
１
日（
水
）〜

１２

　

日（
金
）

１７
■
問　

企
画
政
策
課
企
画
政
策
班

　

�
内
線
１
２
３
３

■
問
・
申
し
込
み　

北
上
川
下
流
河

川
事
務
所　

�　

－

０
１
９
４

９５

　

鳴
瀬
出
張
所　

　

�　

－

　

－

3
1
0
1

022

354

U
R
L
:h
ttp
://w

w
w
.th
r.m
lit

.g
o
.jp
/k
a
ry
u
u
/

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

備考戸
数間取り住宅名(所在地)

多家族向け
（４人世帯以上）

1
4Ｋ（６×4、３）
浴槽あり、駐車場あり

五味倉住宅107号
(大曲字前畑57番地2)

1
３Ｋ（６×３、３）
浴槽あり、駐車場あり

五味倉住宅205号
(大曲字前畑57番地2)

家族向け
（２人世帯以上）

2
２Ｋ（６×２、３）
浴槽なし、駐車場なし

牛網別当住宅20号･58号
(牛網字関下27)

1
小野新道住宅９号
(小野字中央28番地17）

2
２Ｋ（６×２、３）
浴槽なし、駐車場あり

立沼住宅65号･71号
(矢本字沼南72番地)

平成２３年４月採用 
東松島市職員【中級保育士】募集

■職種・募集人員　中級（保育士：短期大学卒業程度）１人程度

■資格　昭和６１年４月２日から平成３年４月１日までに生ま

れた方で保育士と幼稚園教諭の両方の資格を有する方、ま

たは平成２３年３月３１日まで取得する見込みの方

■申し込み　申込用紙は総務課で配布します。郵便で請求す

る場合は「職員採用統一試験申込用紙請求」と朱書きし、あ

て先を明記した返信用封筒（Ａ４サイズの用紙が入る返信

用封筒に１４０円切手を貼付）を同封してください。

■試験日時　１次試験　平成２３年１月３０日（日）　１０時～

　２次試験　平成２３年２月下旬予定（１次試験合格者に通知）

■試験会場　宮城県自治会館（仙台市青葉区上杉１丁目２番

３号）　※会場は変更になる場合があります

■受付期間　１２月１日（水）～平成２３年１月７日（金）

　　　　　　１７時必着

■問　総務課人事班　�内線１２１４

公立小・中学校講師の登録をしませんか
　平成２３年度の公立小・中学校の臨時的任用教育職員等の登

録募集をします。

■職種　①公立小・中学校の臨時的任用教育職員

　　　　②公立小・中学校の非常勤講師

■資格　小学校または中学校の教員免許状を有する方

■登録方法　随時受付

■説明登録会　１２月２４日（金）　１３時３０分

※履歴書（写真添付）・教員免許状写しを持参または郵送して

ください。詳細は問合せください。

■問・申し込み　宮城県東部教育事務所教育学事班学事担当

　〒９８６－０８１２　石巻市東中里１－４－３２

�９５－７０９６　Eメール:et-kyozsd@pref.miyagi.jp

URL:http://www.pref.miyagi.jp/et-kyoz/

TEL 87－3818Ｒ�
SPEEDY車検�

SPEEDY30分車検�SPEEDY30分車検�
TEL 87－3818

各社新車、中古車販売�

9鳴瀬畠山自動車�
FAX 87－3817

〒981－0303 東松島市小野字中央2－2

ファブリカ�

��

板 金 ・ 塗 装�

東松島小野店�

広告

△14：00～17：00　URL:http://www.yamoto-seikotsuin.com/

矢本駅前　ゆぷと１F

�83-5980

各種健康保険取扱�各種健康保険取扱�

交通事故、労災もご相談下さい�交通事故、労災もご相談下さい�

携帯からアクセス�携帯からアクセス�

診 療 時 間�

　8：30～12：00�

14：00～19：00

月�

○�

○�

火�

○�

○�

水�

○�

○�

木�

○�

○�

金�

○�

○�

土�

○�

△�

日�

－�

－�

広告
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■問い合わせ　東松島市役所　�82－1111

宮
城
県
最
低
賃
金

　

宮
城
県
内
の
事
業
所
で
働
く
全

て
の
労
働
者（
臨
時
、パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
、ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
含
む
）に

適
用
さ
れ
る
宮
城
県
最
低
賃
金

（
現
行　

円
）は
、次
の
金
額
に
改

６６２

定
さ
れ
ま
す
。

■
時
間
額　
　

円
６７４

■
効
力
発
生
年
月
日

　

平
成　

年　

月　

日

２２

１０

２４

■
問　

石
巻
労
働
基
準
監
督
署

　

�　

－

３
３
６
５

２２

石
綿
に
よ
る
疾
病
に
気
付
い

て
い
な
い
方
を
探
し
て
い
ま
す

　

過
去
に
石
綿
を
取
り
扱
う
仕
事

を
し
て
い
た
こ
と
が
あ
る
、ま
た
は

過
去
に
仕
事
で
石
綿
を
吸
い
込
ん

だ
可
能
性
が
あ
る
方
は
ぜ
ひ
一
度

ご
相
談
く
だ
さ
い
。石
綿
に
よ
る
疾

病
と
認
め
ら
れ
た
場
合
、労
災
保

険
給
付
ま
た
は
特
別
遺
族
給
付
金

を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
対
象　

石
綿
に
よ
る
疾
病
の
疑

い
の
あ
る
方

■
請
求
期
限　

平
成　

年
３
月　

日

２４

２７

■
問
・
相
談
先　

石
巻
労
働
基
準

監
督
署　

�　

－

３
３
６
５

２２

国
税
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー

　

国
税
に
関
す
る
一
般
的
な
相
談

は
、国
税
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
で

お
答
え
し
ま
す
。左
記
の
電
話
番

号
よ
り
、音
声
ガ
イ
ド
の
指
示
で

つ
な
が
り
ま
す

■
問　

石
巻
税
務
署　

総
務
課

　

�　

－
４
１
５
１

２２

電
気
暖
房
器
具
の
安
全
な

使
用
を

　

電
気
毛
布
・
電
気
マ
ッ
ト
・
電
気

カ
ー
ペ
ッ
ト
を
不
適
正
に
長
期
間

使
用
す
る
と
、経
年
劣
化
に
よ
る

火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。少
し

で
も
お
か
し
い
な
と
思
っ
た
ら
使

用
を
中
止
し
ま
し
ょ
う
。

■
問　

（
社
）日
本
電
気
工
業
会
家

電
部　

　

�　

－

３
５
５
６－

５
８
８
７

０３

第　

回
人
権
週
間

６２

　

国
際
連
合
は
、昭
和　

年
第
３

２３

回
総
会
で
世
界
人
権
宣
言
が
採
択

さ
れ
た
の
を
記
念
し
、昭
和　

年
２５

第
５
回
総
会
で
世
界
人
権
宣
言
が

採
択
さ
れ
た　

月　

日
を
人
権

１２

１０

デ
ー
と
定
め
る
と
と
も
に
、す
べ

て
の
加
盟
国
に
こ
れ
を
記
念
す
る

行
事
を
実
施
す
る
よ
う
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。

　

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
は
、世
界
人
権
宣
言
が
採

択
さ
れ
た
昭
和　

年
か
ら
毎
年　

２４

１２

月　

日
の
人
権
デ
ー
を
最
終
日
と

１０
す
る
１
週
間
を
人
権
週
間
と
定
め
、

人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
の
た

め
の
啓
発
活
動
を
全
国
的
に
展
開

し
て
い
ま
す
。

■広告を掲載しませんか■
　「市報ひがしまつしま」に掲載する広告を募集しています。広
告欄を使って、会社やグループをど～んと宣伝しませんか�
�掲 載 枠　第１種広告10,000円（45ｍｍ×85ｍｍ）
　　　　　　第２種広告20,000円（45ｍｍ×180ｍｍ）
�応募締切　掲載希望月号の前々月末（土、日曜日または休日
　　　　　　の場合はその前日）
（例）２月号掲載…１２月２８日（火）　３月号掲載…１月３１日（月）
�問　総務課秘書広報班　�内線1212

■
問　

仙
台
法
務
局
石
巻
支
局

　

�　

－

６
１
８
８

２２

継
続
検
査
後
に
交
付
さ
れ

る
車
検
証
の
住
所
表
示

　

市
町
村
合
併
に
伴
う
住
所
変
更

が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
自
動
車
・
軽

自
動
車
の
車
検
証
は
、新
住
所
へ
の

記
載
事
項
変
更
を
行
わ
な
く
て
も

よ
い
措
置
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

特
に
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、合
併
後
の
住
所
へ
の
変

更
を
希
望
す
る
場
合
は
、運
輸
支

局（
軽
自
動
車
の
場
合
は
軽
自
動

車
検
査
協
会
）の
窓
口
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
問　

自
動
車：

東
北
運
輸
局
宮

城
運
輸
支
局　

　

�　

－

５
５
４
０－

２
０
１
１

０５０
軽
自
動
車：

軽
自
動
車
検
査
協

会
宮
城
主
管
事
務
所　

　

�　

－

　

－

１
３
６
８

０２２

２８４

それゆけ！�イート�イート�
第1回 「イートです！」�

○イート：東松島市のキャラクター。名前の由
来は東松島市の東（イースト）と心（ハー
ト）が融合したもの。�

○イ～ナ：「イート」の妹。お兄ちゃんのそばを
離れたがらず、一緒によくお祭りや
イベントの会場に登場する。�

○げんちゃん：奥松島縄文村のキャラクター。
釣りが趣味で、好きな食べ物
は縄文クッキー、海の幸。�

ぼ
く
、
イ
ー
ト�

妖
精
な
ん
だ�

よ
ろ
し
く
ね
！�

こ
っ
ち
は�

妹
の
イ
〜
ナ
！�

よ
ろ
し
く�

で
す�

ぼ
く
の
友
だ
ち�

縄
文
村
の�

げ
ん
ち
ゃ
ん
！�

よ
ろ
し
く
！�

み
ん
な
に�

ぼ
く
た
ち
の
こ
と�

東
松
島
市
の
こ
と
を�

い
っ
ぱ
い
知
っ
て�

も
ら
い
た
い
ん
だ
！�

と
い
う
訳
で�

さ
っ
そ
く
食
べ
歩
き�

ツ
ア
ー
へ
　
　
！�

自
己
紹
介�

お
わ
り
!?
�

Go
た
べ
た
い
�

だ
け
な
の
…
�

作：みやみ�

◎
今
月
号
か
ら
イ
ー
ト
が
4
コ
マ
ま
ん
が
に
な
っ
て
東
松
島
の
こ
と
を
紹
介
し
て
い
く
よ
。み
ん
な
応
援
し
て
ね
！
�

建設関連従事者の国民健康保険・労災保険・退職金制度�

東松島市矢本建設職組合�

10年保証住宅・住宅防音工事・耐震改修工事・エクステリア�
広域住まいの改善相談（NPO）・住宅用火災報知器・�
高齢者、障害者住宅改善・みやぎ版住宅�

宮城県建設業国民健康保険組合矢本支部　TEL 83-3572�
事務局　TEL 82-5978�
FAX 0225-82-6748

TEL 82-6498

広告
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【12月の各種特設相談】 相談者の秘密は厳守します。気軽に利用ください。

■問い合わせ　東松島市役所　�82－1111 知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっ得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報知っ得情報

　
　
　

相　
　

談

オ
ウ
ム
真
理
教
犯
罪
被
害

者
給
付
金
制
度

　

オ
ウ
ム
真
理
教
に
よ
る
犯
罪
事

件
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
遺
族
や

被
害
者
の
方
に
給
付
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

■
対
象
事
件　

地
下
鉄
サ
リ
ン
事

件
、松
本
サ
リ
ン
事
件　

な
ど

■
給
付
金
額　

死
亡
２
、０
０
０

万
円
、障
害　
　

万
〜
３
、０
０

５００

０
万
円
、傷
病　
　

万
〜　

万
円

１０

１００

■
申
請
期
限　
　

月　

日（
金
）

１２

１７

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
問　

宮
城
県
警
察
本
部
犯
罪
被

害
者
支
援
室

　

�　

－

　

－

７
１
７
１

０２２

２２１

 　

石
巻
警
察
署

　

�　

－

４
１
４
１

９５

検
察
審
査
会
と
は

　

検
察
審
査
会
は
、選
挙
を
有
す

る
一
般
国
民
か
ら
選
ば
れ
た　

人
１１

の
検
察
審
査
員
が
、国
民
を
代
表

し
て
、検
察
官
が
被
疑
者
を
裁
判

に
か
け
な
か
っ
た
こ
と
の
良
し
悪

し
を
審
査
す
る
の
を
主
な
仕
事
に

し
て
い
ま
す
。

　

事
件
や
事
故
に
あ
っ
た
方
や
、

そ
の
遺
族
の
方
な
ど
で
、検
察
官

か
ら「
事
件
は
不
起
訴
処
分
と
し

た
」旨
の
連
絡
が
あ
っ
た
場
合
、そ

の
処
分
に
納
得
が
い
か
な
い
時
は

検
察
審
査
会
の
審
査
を
求
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。審
査
の
申
立
て

は
無
料
で
、秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。

※
詳
細
は
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
問　

仙
台
検
察
審
査
会
事
務
局

　

�　

－

　

－

４
７
５
０

０２２

２２２

U
R
L
:h
ttp
://w

w
w
.c
o
u
rts.

g
o
.jp
/k
e
n
sin
/

人
権
相
談
所（
無
料
）開
設

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
起
こ
る

様
々
な
問
題
、暴
力
、い
じ
め
、家

庭
問
題
な
ど
の
相
談
を
人
権
擁
護

委
員
が
受
け
、解
決
の
手
伝
い
を

行
い
ま
す
。相
談
は
無
料
で
秘
密

は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

　

気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
　

月
３
日（
金
）

１２

　
　

時
〜　

時

１０

１５

■
会
場　

小
野
市
民
セ
ン
タ
ー

■
問　

市
民
課
窓
口
サ
ー
ビ
ス
班

　

�
内
線
１
１
２
２

心
の
健
康
相
談

■
相
談
日　

１
月　

日（
火
）

１１

　
　

時
〜　

時

１４

１７

■
担
当
医　

こ
だ
ま
ホ
ス
ピ
タ
ル

 
虎  
岩 　
 
武  
志 
氏

と
ら 
い
わ 

た
け 

し

■
会
場　

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
申
し
込
み　

１
月
７
日（
金
）ま

で
に
電
話
で
予
約
く
だ
さ
い

■
問　

福
祉
課
障
害
福
祉
班

　

�
内
線
１
１
７
６

「
下
請
か
け
こ
み
寺
」
相
談

　

（
財
）み
や
ぎ
産
業
振
興
機
構
は
、

専
門
相
談
員
や
弁
護
士
に
よ
る
中

小
企
業
の
下
請
取
引
に
関
す
る
相

談
や
裁
判
に
よ
ら
な
い
紛
争
解
決

（
Ａ
Ｄ
Ｒ
）な
ど
を
行
う「
下
請
か

け
こ
み
寺
」相
談
を
開
設
し
て
い

ま
す
。気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

■
主
な
相
談
事
例　

未
収
金
回
収

／
契
約
相
談
／
下
請
代
金
法　

な
ど

■
問　

（
財
）み
や
ぎ
産
業
振
興
機

構　

下
請
か
け
こ
み
寺
事
業
相

談
員　

�　

－

　

－

６
６
３
６

０２２

２２５

問合せ・申し込み先相　談　内　容会場日　　　時相　談　名

■問　市民課窓口サービス班
　�内線1122

いじめ､暴力､隣近所とのもめ事､その他人
権に関する相談小

野
市
民
セ
ン
タ
ー

１２月３日（金）　１０時～１５時人権相談

■問　総務課総務班
　�内線1217

登記､相続､賃金未払い､借家トラブル､多重
債務、成年後見制度などの相談

１２月１０日（金）　９時１５分～１６時司法書士相談(要電話予約)

■問　総務課総務班
　�内線1217

国・自治体の行政や郵便局・ＮＴＴ､独立行
政法人などの業務に関する相談

１２月１０日（金）　１０時～１５時行政相談

 老後の備えを新しい農業者年金で 
準備しませんか 

　国が支える、安心が大きい個人毎の積立年金です。老

後の生活費は国民年金だけでは十分とはいえず、自分

で準備する必要があります。最近は、女性の加入者も増

えています。

　◎新農業者年金のメリット
・確定拠出型ですから、運用利回りの状況等で保険

料が引き上げられる事はありません

・保険料は月２万円を基本とし、最高６万７千円ま

で千円単位でいつでも保険料を選べます。（中止や

再加入もできます）

・保険料は、全額社会保険料の控除となります

・８０歳までの保証つき終身年金です。８０歳前に亡く

なっても８０歳までに受け取れるはずの老齢年金を

一時金として遺族が受け取れます

・早く加入すると加入期間が長く、複利効果等で運

用益のアップが期待できるため有利です

・認定農業者等の一定の要件を満たす方は、保険料

の国庫補助制度もあります

■加入要件　国民年金の第１号被保険者で、年間６０日

以上農業に従事する６０歳未満の方

■問　市農業委員会事務局　�内線２１５２

　いしのまき農業協同組合　金融部　各支店

自動車事故被害者の救済制度
　自動車事故で重度の後遺症が残った方や、亡くなら

れた方（加害者・被害者を問わず）のご家族を救済する

ための制度があります。

①交通遺児等育成資金貸付制度（無利子貸付）
●貸付金額　一時金　１５万５，０００円　月々　２万円

●貸付要件　市町村民税が非課税かまたは均等割等

●対象者　０歳～中学３年生

●返還方法　割賦による２０年以内の均等払い（高校・

大学等へ進学する場合は返還猶予あり）

②介護料支給制度
●受給資格　自動車事故により、重度の後遺障害が

残ったため、常時または随時の介護を必要とする方

●支給額　月額２万９，２９０円～１３万６，８８０円（障害の

程度、介護に要する費用に応じて支給）

③交通事故被害者ホットライン
交通事故被害に遭われ相談先にお困りの方へ電話で

各種サービスをご案内します

�０５７０－０００７３８（ナビダイヤル）

■各種制度の問い合わせ・申し込み　自動車事故対策

機構仙台主管支所　�０２２－２０４－９９０２・９９０３

④『東北療護センター』入院施設
　自動車事故により、脳を損傷し重度の精神神経障害

が継続する状態にあり、治療及び常時の介護を必要と

する方のための入院施設です。

■問・申し込み　東北療護センター　�０２２－２４７－

１１７１
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今
年
は
、東
松
島
市
合
併
５
周

年
で
、記
念
事
業
が
目
白
押
し
。例

年
に
な
く
イ
ベ
ン
ト
が
多
く
て
、

Ｃ
ｉ
ｔ
ｙ
Ｖ
ｉ
ｅ
ｗ
の
ペ
ー
ジ
が

足
り
な
い
ほ
ど
で
し
た
。市
民
ま

つ
り
や
地
区
民
ま
つ
り
な
ど
の
ほ

か
、各
地
域
で
思
い
思
い
に
市
民

協
働
が
進
め
ら
れ
、役
員
や
地
域

の
方
々
は
大
忙
し
の
年
だ
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

気
が
つ
く
と
も
う
師
走
。今
年

も
残
り
１
カ
月
と
な
り
ま
し
た
。

一
部
の
地
域
で
は
季
節
性
の
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
っ
て
い
ま
す

が
、元
気
で
新
年
を
迎
え
ら
れ
る

よ
う
、健
康
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
　
　
 

　
　
　

藤
田

　
　

月
、今
年
も
あ
と
残
す
と
こ

１２
ろ
あ
と
１
カ
月
。本
当
に
あ
っ
と

い
う
間
で
し
た
ね
。

　

振
り
返
れ
ば
、様
々
な
出
来
事

が
あ
っ
た
２
０
１
０
年
で
し
た
が
、

や
っ
ぱ
り
夏
の
猛
暑
、否〝
酷
暑
〞

が
印
象
に
残
り
ま
す
ね
。異
常
気

象
が
自
然
環
境
や
社
会
、人
体
に

及
ぼ
す
影
響
が
こ
こ
ま
で
大
き
く

な
る
と
は
夢
に
も
思
い
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

そ
し
て
、個
人
的
に
は
４
月
に

異
動
し
て
き
て
、と
に
か
く
無
我

夢
中
で
今
の
仕
事
を
し
て
き
ま
し

た
。来
年
も
引
き
続
き
ガ
ン
バ
り

ま
す
の
で
、何
卒
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。　
 

　
　

鈴
木

戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸籍籍籍籍籍籍籍籍籍籍籍籍籍籍籍籍籍籍籍籍籍戸籍ののののののののののののののののののののののまままままままままままままままままままままどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどまど

（平成22年11月１日�

　　　 現在の住民基本台帳）�

男�

女�

計�

世帯数　15,044戸（0）�
　　　　（　）内は前月比�

人（－ 5）�

人（－ 15）�

人（－ 20）�

21,136�

22,041�

43,177 

市の人口�

お
誕
生

お
誕
生　
　
　
　
　
　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

ご
結
婚

ご
結
婚　
　
　
　
　
　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

平
成　

年　

月
届
け
出
分

22

10

（　

月
１
日
〜　

月　

日
）

10

10

31

敬
称
略
・
希
望
者
の
み

掲
載
し
て
い
ま
す

行
政
区　

氏　
　
　

名　
　

享
年

立
沼　
　

四
宮　
 
俊  
一 　
 

　

し
ゅ
ん 
い
ち

６１

手
招　
　

内
海
と
み 
子 　
 

　

こ

８１

室
浜　
　

土
佐
せ
つ 
子 　
 

　

こ

７３

関
の
内
二　

鹿
野 
富  
貴  
子  

　
　

ふ 

き 

こ

８４

里
南　
　

櫻
井　
 
守  
夫 　
 

　

も
り 

お

６４

下
小
松　
 

倉
み
よ
し　
 

　
８５

東
名
元
場　

阿
部
あ
や 
子 　
 

　

こ

８６

下
町
二　
 
　

ふ
く
よ　
 

　
９６

東
名
新
場　

佐
藤　
 
榮  
三 　
 

　

え
い 
ぞ
う

８８

駅
前　
　

高
橋　
 
國  
雄 　
 

　

く
に 

お

８２

亀
岡
西　

�
橋　
 
勝  
子 　
 

　

か
つ 

こ

７２

新
町　
　

木
村　
 
圭  
吉 　
 

　

け
い 
き
ち

７６
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●
休
日
診
療
担
当
医
院
表
●

矢本地区／鳴瀬地区矢本地区／鳴瀬地区小　　　児　　　科
月　　日

電　　話薬　　局　　名電　　話医　　院　　名電　　話医　　院　　名
84-2323わたなべ整形外科76-4024ものうファミリークリニック１２月５日（日）
82-2030加藤医院

92-7651佐久間眼科小児科医院１２月１２日（日）
86-1251／ なるせ薬局87-3853／ 鳴瀬中央医院

82-6680永沼ハートクリニック23-3200石巻市立病院小児科１２月１９日（日）
83-2121藤野整形外科93-9693おおば小児クリニック１２月２３日（木）
82-9930みやぎ東部循環器科

22-1714田中小児科医院１２月２６日（日）
88-3610／ 松島グリーン薬局88-3737／ 佐幸内科

76-4024ものうファミリークリニック１２月２９日（火）
93-9693おおば小児クリニック１２月３０日（水）
22-1714田中小児科医院１２月３１日（木）
95-4121中山こどもクリニック１月１日（金）
22-1152阿部こどもクリニック１月２日（土）
92-7651佐久間眼科小児科医院１月３日（日）
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土
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催
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校
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し
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▲電子音楽研究部の出店「迷宮Aliceラ
イブ&Cafe」
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※救急医療機関として、市内では、真壁病院�82－7111、仙石病院(泌尿器科、脳神経外科)�83－
2111が24時間体制で救急患者の診療にあたっています。また、石巻圏域では、石巻赤十字病院�
21－7220、石巻市立病院�23－3200が、24時間体制で救急患者の診療にあたっています。診療が
必要な場合は、電話確認をしてから受診されるよう注意願います。

い
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環境にやさしい植物性大豆油�
インキで印刷しています。�

土 ～SAT～金 ～FRI～木 ～THU～水 ～WED～火 ～TUE～月 ～MON～日 ～SUN～

4 ��3 �2 1 �

飲酒運転は犯罪です ■おはなし会　�図 
　15：00
■クリスマスおゆう
ぎ会（鳴瀬幼）

■上町西・三角公園
イルミネーション
点灯式　17：30

■無料人権相談
　小野市民センター
　10：00
■ＰＴＡバザー（赤
井南小）

■学習参観日（小野
小）

■金銭教育公開保育
　9：45 （中央幼）
　市コ　11：00
■臨時休園（大曲幼）
■囲碁将棋のつどい
　�老 　10：00

■おはなし会　�図 
　11：00､15：00
■学習参観日･中学
校入学説明会（浜
市小）年末年始の交通事故警戒パトロール中

東松島市から飲酒運転を根絶しよう！

11 �10 �9 8 �765 �

■おはなし会　�図 
　15：00

■司法書士相談 小
野市民センター　
9：15
■行政相談　小野市
民センター

　10：00
■鳴瀬二中学区教育
講演会（鳴瀬二中）

■囲碁将棋のつどい
　�老 　10：00

■おはなし会　�図 
　15：00
■授業参観･教育講
演会（鳴瀬一中）

■市民課窓口延長
　～19：00
■納税推進課窓口延
長　～20：00

■第４回東松島市議
会定例会
　（～20日）
　議場 10：00
■ちびっこクラブ
　（中央幼）

■図書館休館日■クリスマスお遊戯
会（はなぶさ幼）
　市コ　
■クリスマスおゆう
ぎ会（鳴瀬幼）

■上下堤そばまつり
農村創作活動セン
ター　10：00

18 �17 �16 15 �141312 �

■クリスマスおはな
し会　�図 

　11：00・14：00
■矢本ひがしファン
タジックイルミ
ネーション　矢本
東市民センター
17：00

■校内剣道大会
　（鳴瀬一中）

■囲碁将棋のつどい
　�老 　10：00
■２歳児のつどい
　（はなぶさ幼）

■おはなし会　�図 
　11：00､15：00

■納税推進課窓口延
長　～20：00

■幼稚園親子童謡コ
ンサート（中央幼･
大曲幼）　市コ　
■機能訓練　�老 
　9：30
■２歳児教室（鳴瀬
幼）

■図書館休館日
■ひがしまつしまダ
ブルプレミアム商
品券当選番号発表
日　商工会

■クリスマスおゆう
ぎ会（矢本幼）

■第４４回やもとクロ
スカントリー大会

　鷹来の森運動公園
コース　 9：10

25 �24 �23
天皇誕生日

22 �21 2019 �

■おはなし会　�図 
　15：00

■図書館休館日
　（整理日）
■世代間交流会
　（矢本西保）

■図書館休館日
■ひがしまつしまダ
ブルプレミアム商
品券景品交換日

　あったかいホール
　10：00
■心豊かなクリスマ
ス in あったかい
ホール　17：00

■おはなし会　�図 
　15：00
■第２学期終業式
（矢本二･鳴瀬一･
鳴瀬二中､市内小
学校､市立･私立幼
稚園）

■教育講演会｢地球
のステージ｣（鳴瀬
二中）

■市民課窓口延長
　～19：00
■納税推進課窓口延
長　～20：00

■図書館休館日
■第２学期終業式
　（矢本一中）

1/1 
元　日

31 30 29 282726 �

■延びる開眼多幸上
げまつり

　野蒜海岸　6：00
■嵯峨渓初日の出ク
ルーズ　嵯峨渓

　6：00

■市内公共施設休館
日（～1/3）

■市役所仕事納め■図書館休館日

　　コ ミ セ ン　　
市コ …東松島市コミュニティセンター 82-6969

　　体 育 施 設　　
市体 …市民体育館 82-9030
赤体 …赤井地区体育館 82-6803
曲体 …大曲地区体育館 82-4255
塩体 …大塩地区体育館 82-7532
小体 …小野地区体育館 87-2067
矢運 …矢本運動公園 82-6804
鷹来 …鷹来の森運動公園　 　82-1101
奥運 …奥松島運動公園（バウンズ88含む） 88-4588
ゆ　 …健康増進センターゆぷと 84-3855

　　市 役 所 ほ か　　
役　 …市役所 82-1111
鳴総 …鳴瀬総合支所 87-3111
矢保 …矢本保健相談センター 82-1123
鳴保 …鳴瀬保健相談センター 87-3111
老　 …老人福祉センター 83-2851
矢子 …矢本子育て支援センター 84-2676
鳴子 …鳴瀬子育て支援センター 87-2338
図　 …東松島市図書館 82-1120
縄文 …奥松島縄文村歴史資料館 88-3927
蔵　 …蔵しっくパーク 84-1770

地上デジタル放送の準備は
済んでいますか

　来年７月24日でアナログ放送が終了し、
地上デジタル放送に切り替わります。
　｢どうしたらよいか分からない｣という
方は、下記まで問い合わせください。
■問　総務省地デジコールセンター
　�0570-07-0101
デジサポ宮城（総務省宮城県テレビ受
信者支援センター）�022-745-1500

Ａ …市民体育館�

Ｂ …バウンズ88�
　　　19～21時�

Ｃ …テニスコート�
      （矢本運動公園）�
　金：9～21時、日：9～18時�
�

体育施設一般開放日�

※日時を変更する場合が
あります。お問い合わ
せは、スポーツ振興班（市
体育館）�82-9030まで�

環境に配慮し再生紙
を使用しています

市報ひがしまつしま印刷費　１部22.3円（税込）

　　　　　　　　 お問い合わせはこちらへ 　　　　　　　　


